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端　　午　　節　　供　　考
　　　中・日民俗儀礼の比較研究
林券蓉※
は　じ　め　に
　日本では武者人形を飾ったり柏餅を食べたり，男の子の成長と出世を祈る五月五日のことを
　たん二のせつく「端午節供」と呼び，それを一ケ月遅れで祝う地方が未だに見られる。
　日本だけではなく，台湾にも「端午節」があって，人々は綜を食べ，龍船競漕を見学したり，
屈原という昔の詩人のことや「白蛇伝」という物語を脚本にした芝居を見たりする。日取りは旧
暦の五月五日である。
　台湾の端午節と日本の端午節供は，実際は中国に同一の起源を持っている。しかし両者の問に
は節供名と日取り以外にほとんど共通点が存在しない。台湾と中国大陸の交渉は漢代に遡ること
ができるが，中国大陸の文化や年中行事，民俗儀礼などが本格的に台湾に伝わったのは明・清両
代に福建・広東地方より大量の開拓民が台湾に移住した時からである。一方の日本は聖徳太子の
時代より中国と正式な交流を開始し，それ以来長期問にわたり中国の文化，制度，行事，習俗を
積極的に導入していた。端午節供はその中でもかなり早期のものに属する。従って，厳密に言え
ば日本は台湾よりも早く中国の端午節供を受け入れたはずである。しかし，台湾の端午節の方が
日本より中国の端午の原型を多く受け継いでいることも周知の事実である。
　古代に積極的に導入された中国の端午節供が日本国内において一体どのような変貌を起こし，
原型がまったく見られない今日の状態に至ったのであろうか。この問題の解決を兼ねて，筆者は
中・日両方の端午節供の比較を試みることにした。比較の過程を通して，中国の端午節供が日本
に伝わった後どのような道を辿って変形したのか，その変形の原因がどこにあるのかを究明する
だけでなく，中・日両民族の年申行事に対する感覚，年中行事をめぐる様々な民俗儀礼及び民俗
儀礼の深層に秘める民族性を少しでも理解できれば，と願っている次第である。
　中・日両国の端午節供を比較する前に，まず従来の研究をふまえながら両方それぞれの実態を
把握する必要がある。中国の部分において，史料としてまず参考になるのは梁・宗懐の『剤楚歳
時記』，杜公暗による『剤楚歳時記』の注釈本及び清・陳夢雷編集の『古今圖書集成』の歳功典
端午部である。なお，歴代の文人によって書かれた歳時記，例えば宋・陳元青見の『歳時廣記』，
※筑波大学大学院地域研究科
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北宋・孟元老の『東京夢華録』，清・敦崇の『燕京歳時記』などを多く収録した『北平風俗類徴』
（民国・李家瑞編）も重要な資料となる。中国人以外の研究者が中国の歳時記について書いたも
のの中に，守屋美都雄訳注の『荊楚歳時記』を史料として引用するところが多い。
　全体の歳時記と別に，端午節供だけを対象にして取り扱ったものに，民国・黄石の『端午穫俗
史』と聞一多の「端午考」，「端陽節的歴史教育」，「屈原問題」，「人民的詩人　　屈原」の評価が
高いが，前者の端午のすべての行事が「避癌・避邪」のために行われている，という論調には同
意しかねる。「避癌・避邪」は端午の行事の重要な目的の一つであるが，その他にも無視できな
い要素があると思われる。
　端午節供の中心行事　　龍船競漕を扱ったものに，明・楊嗣昌の「武陵競渡略」，民国・文崇
一の「九歌申的水神典華南的龍舟寮神」が代表として挙げられる。前者は屈原を中心にして武陵
の競渡行事を論じながら「送癌」の重要性を指摘している。前述の黄石の説の基本になったもの
である。文崇一は独白の見解を述べていないが，競渡の諸理由を総括的に整理，列挙した。外国
人研究者の競渡に関する論文はかなりの数になっているが，その中で，君島久子の「水神祭り」
説は注目に値する。
　日本の端午節供については，年中行事の研究の一環としてよく言及されるが，それを中心にし
て論説を展開するものはさほど多くない。その中に，折口信夫の「民俗学上よりみた五月の節供」，
後藤祥子の「四季の年中行事と古典文学　　五月五日」，小林茂美の「五月節供の諾相と基盤」，
高崎正秀の「葺籠り考」と和歌森太郎の「三月と五月の節供」は，本稿が主に参考とするもので
ある。
　本稿の構成は，中国と日本の端午節供をまず両方に分けて考察を行い，最後に両者を並べて比
較する形を取る。Iは中国の端午節供の実態を今日の台湾，文献上で見た北京の端午節供と六世
紀の『剤楚歳時記』に見られる端午節供の三つの項目に分けて述べる。そして，端午節供の行事
の起源及び要素を，また屈原祭祀や悪月の俗信など四つの部分に分けて考察する。
　1では日本の端午節供を歴史的系譜　　宮廷と公家社会，中世の武家社会，江戸時代以後，及
び民間の端午行事との二つの部分に分けて述べる。
　皿は中国と日本の端午節供の比較研究で，まず中国の端午節供の性格として疫病祓い，水神祭
りと穰祓の三つのポイントを挙げ，日本の端午節供については，上流社会の端午行事と舶来習俗，
民間の端午行事と農耕儀礼及び礫祓の三つの項目を立てて検討する。まとめのところでは中国と
日本の端午節供を実際に比較し，両者の共通点と相違点を具体的に取り上げ，その裏にある両国
の根本的な神概念，社会・文化構造を考えながら結論を出してみることとする。
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I．中国の端午節供
　1．端午節供の行事
　A．今日の台湾
　旧暦四月の下旬頃，市場は香袋（別名香包）という，動物・花・人形などをかたどった香料入
りの飾り物の露店で賑わい始める。竹の葉，草縄の束など綜を作る材料の前には主婦が集まり，
端午の前日になると，肉屋，八百屋の混雑ぶりは大変なものである。その中で，一つ端午節供の
直前と当日しか見られない商売が人気を呼んでいる。椿枝一（椿樹・ガジュマルの枝）と菖蒲，文
など薬草を売る露店である。
　大抵の家庭ユでは旧暦五月三日か四日に綜を作っておく。既製品を買う傾向が進んでいる現在
ではあるが，中高年主婦のいる家庭ではやはり手作りが大事にされている。五月五日の朝，子供
は香袋を付け，主婦は祖先を祀るための供物を作るのに忙しくなる。端午節供の供物は他の節供
と大体同じで，豚肉や鶏，あひる，魚がまず考えられる。ただし端午節供にしか出されない供物
もある。綜である。果物については旧暦五月頃に始めて市場に出て来る嘉枝がよく使われるが，
桃と李も人気がある。台湾には“桃肥李痩”という諺があり，太りたい人は端午の日に桃を食べ
れば希望通りに肉が付く，痩せたい人は李を食べれば痩身になれるという。これはあくまでも言
い伝えに過ぎず，実効があるとは思われないが，端午の前後がちょうど桃と李の時期ということ
もあって，この；種類の果物は供物としてよく使用される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うまのとき　供物の用意ができると祖先を祀る儀式が始まる。それを牛時にする家が多い。祭祀を終えて
から，下げた供物を家族全員で一緒に食べる。正月，端午と中秋は中国人の三大祝日で，遠出し
た人でもこの時は家へ帰って団築の食事を楽しむ。正月と中秋は夕食が大事にされるが，端午節
供だけは昼食が重要になる。これには特別な意義があるが，後にまた詳しく述べる。
　子供の香袋と祖先を祀る供物のほかに，主婦にとってもう一つ用意するものがある。門戸に賭
ける椿枝，菖蒲と文の束である。昔なら山へ行って取ってくるものだが，もちろん今は市場で買
い求める方が速い。買ってきてそのまま門に挿す家がほとんどになっているが，特に丁寧な家で
はそれをまた赤い紙で束ねてから挿す。約六十年ほど前に書かれた台湾旧慣関係の報告書の中に
は「五月五日には各戸に於て菖蒲，文，椿樹の枝等赤紙を以て束ねて門戸に懸ける」2と記して
ある。つまり少なくとも六十年前まではすべての家が赤い紙で束ねた椿枝，菖蒲と文を門に挿し
ていた。それが今日の単なる椿枝，菖蒲と文の束となって，赤い紙はいつのまにか省略されがち
になってしまったのである。
　門に掛ける椿枝，菖蒲と文の束とともによく買い求められるのは文，菖蒲と二三種類の薬草で
ある。それを午時に取った水　　「午時水」一の中に入れて湯を沸かし，以て身を清める習俗
は昔からあったものである。も’ともと今はアパートやマンション住まいが多く，貯水タンクから
流れてきた水を午時に取っても本当の午時水にはならない。本当の「午時水」というのは端午節
供の午時，特に正午に井戸から汲み取った水である。もう午時水を取れないから薬草風呂も止め
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てしまう家が多いが，一応端午の午時に取った水で薬草湯を沸かす家もまだ残っている。
　午時と関わる習俗がもう一つある。雄黄という一種の鶏冠石の粉を酒に入れて雄黄酒を作って
飲んだり，家の周りに撒いたりまたは子供の額に「王」という文字を書いたりするのである。そ
れにはやはり午時が好まれる。
　昼食と一連の午時関係の行事が終わって，午後は休みの時問になるが，龍船競漕を見に行くか，
どこかの郊外へ散策に出掛けるかの人がかなり多い。これは昔の嘩災，穰祓の行事のなごりで，
人々は無意識に昔の習俗に従っていると主張する学者もいる3。人々が白分の行動の隠れた意味
を意識しているかどうか別問題にして，この端午節供の龍船競漕には面白い歴史的論争が絡まっ
ている。詳しい内容を後文でまた検討するが，ここでは簡単に龍船競漕の行事を述べておく。
　台湾では，龍船競漕は政府機関が関与している。前もって予選があって，各組の最後の優勝戦
だけが端午節供当日に行われる。台北，台南と高雄など大都市の試合は特に賑やかなもので，毎
年大変な人出を呼んでいる。なぜ瀧船競漕のような民俗行事に政府機関が関与するようになった
のかについては，二つの説がある。」つは，龍船競漕は参加者の緊密な団結を必要とする競技で
あり，仲問意識づくりに最適である。もう一つは，龍船競漕の起源が普通忠君愛国の代表者とし
て詠われている屈原と結び付いて考えられるので，国民教育にも影響が及ぶという。主催者の理
由はいずれにせよ，龍船競漕のチャンピオン戦は確実に端午節供の行事としで定着している。
　龍船競漕とともに端午節供の「節物」になっている「白蛇伝」という物語がある。そのあらす
じは次の通りである。
　千年も修練を続けた白蛇の妖精がいた。仙人の世界に籍を入れるため，昔自分を救った恩人に
報いようとした。その白蛇の妖精が家来の青蛇を連れて美しい女性に化け，恩人と結婚し，夫を
大金持に仕立てた。ある年の端午節供のことであった。白蛇がこの日のクライマックスに至った
陽気に勝てず，その上夫の好意で雄黄酒を飲ませられ，つい正体を現した。それを見て主人の許
宣が驚きのあまりに，胆を潰して死んだ。青蛇に正気を取り戻させられた白蛇が「南極仙翁」の
所へ行らて夫の命を助ける「仙草」を盗むこ．とを決心した。白蛇の苦労が実って，許宣カ嶋をふ
き返した。事件を適当にごまかし，白蛇は再び夫と幸せに暮らした。しかし，法海という和尚に
正体を看破され，夫を奪われそうになり，憤慨した白蛇が法海と闘い，負けて，最後は金山寺（杭
州西湖にある）雷峯塔に鎮められてしまった4。
　白蛇伝の起源などについては後にまた検討するが，ここで注目したいのは，毎年端午節供にな
るとかならずこの物語を一素材にした演劇，芝居などが出されることである。なお，国家専売制度
になっている台湾の酒であるが，数年前の端午節供に「雷峯塔型」の酒が新しく発売された。国
が端午節供に発売する製品のデザインに取り入れるほど，現在でも白蛇伝の物語が端午節供と結
び付いて考えられているのである。
　以上のように，祖先を祀る供物一綜と桃，李を始め，椿枝，菖蒲と文草の束，午時水で沸か
した華草風呂，雄黄酒，子供席の香袋，龍船競漕や白蛇伝物語など，’今日の台湾で行われている
端午節供の行事はかなり多彩である。これらの行事はもちろんそれぞれの由来があるが，それを
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調べる前に，中国の古都北京の端午節供の様子と昔（六世紀頃）の文献の中に出る端午節供の行
事をもう少し見てみる。
　B．北京の端午節供
　一九三七年に出版された『北平風俗類徴』は中華民国中央研究院歴史言吾言研究所李家瑞が編纂
したもので，歴代の北京関係の文献を収録している。その中に，五月や端午節供と関わりのある
記述は十ニページに達している。ここではその代表的なものだけを取り上げてみる。
　「端一端五両日，内外京城居民，不汲井泉，云避井毒也，日須皆預汲儲。（水曹清暇録）」5端
一と端五（五月一日と五日）の二日問，北京の住民は井戸から水を汲まない。井戸の毒を避ける
ためという。日常に使う水は前もって汲んでおく。
　「金因遼俗，重五日挿柳毬場為両行，当射者尊卑序……既断柳，又以手接而馳去者為上，断而
不能接去者次之，或断其青処，及中而不能断，與不能中者為負，毎射必発鼓以助其気……。（金
史穫志）」これははっきり，軍五の日に人々が集まって「射柳」の競技をするということである。
やり方と勝負の決め方について，原文には詳しく書いてあるが，ここでは省略しておく。
　「京城端午，貴賎人等必買新蒲軽，穿之過節，歳以為常。（暖妹由筆）」端午節供には貴賎を問
わず，皆菖蒲で作った靴を履いて節供を過ごす。
　「魚藻池在崇文門外西南，俗呼日金魚池……都人入夏至端午，結蓬列摩，狂歌轟飲於稜流之上，
以為愉快。（燕都遊覧志）」俗に「金魚池」と呼ばれる「魚藻池」に，、夏至から端午の頃，人々が
遊びに行って，濁流の上（ほとり）で酒を飲んだりする。
　「五月五日，賜文武官走願騎於後苑……呈塾於馬上……俗名日走解。（影文憲公筆記）」皇帝が
五月五日に文武百官を率いて皇居の後苑に入って馬術の競技を御覧になる。これを俗に「走解」
という。
　「燕都自五月一日至五日，飾小閨女，蓋態極妖，己出嫁之女，亦各蹄寧，俗呼是日為女児節。
（宛署雑記）」五月一日から五日まで，各家が娘をできるだけ椅麗に飾らせる。嫁に行った娘た
ちもこの時は実家へ帰る。これを俗に「女児節」と呼ぶ。
　「五月一日至五日，家家枡飾小閨女，替以榴花，日女児節。五日之午前，群入天壇，日避毒也。
過午出走場壇之堵下，無江城繋糸糸投角黍俗，而亦為角黍，無競渡俗，亦競瀞要。南則要金魚池，
西要高梁橋，東松林，北満井，為地不同，飲醸熈漉也同。太馨院官旗物鼓吹赴甫海子捉蝦募，取
轄酉禾也……。（帝京景物略）」五月一日から五日まで，各家が榴花などを以て娘を飾り立てる。「女
児節」という。五日の午前中に皆が天壇へ集まるが，これには「避毒」の効力があるという。午
後はあちこちへ飛びに行く。北京では南方のような競渡や角黍を川に投げる習俗がないけれども，
人々がやはり角黍を作ったり，遊びに出掛けたりする。また，五日の日に，皇帝の太馨院の役人
たちが南海子へ行って蝦募を捕まえる。「塘酉禾」を取るためである。
　「毎至端陽，市璋間用尺幅黄紙，蓋以朱印，或給画天師鍾旭之像，或檜画五毒符冗之形，懸而
筈之，都人士争相購買，粘之申門，以避崇悪。（燕京歳時記）」端陽（端午節供）になると，北京’
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の人たちは張天師か鐘遣，あるいは五毒符児の刷ってある黄色い紙を買い求め，家の中門に張る。
崇りや邪魔の気などを避けることができるという。
　「端午日用菖蒲文子描於門傍，以藤不祥，亦古者文虎蒲剣之遺意。（燕京歳時記）」端午の日に，
菖蒲と文を門の妾に描し，不祥（邪）を祓う。これは昔の人が文の葉で小さい虎を作ったり，菖
蒲の剣のように尖った葉を播したりする習俗のなごりである。
　「毎至端陽，自初一日起，取雄黄合酒晒之，用塗小児額及鼻耳問，以避毒物。（燕京歳時記）」
端陽になると，一日から各家は雄黄と酒を混ぜて雄黄酒を作る。それを以て子供の額や鼻，耳な
どの所を塗り，毒物が犯すのを避けるためという。
　「毎至端陽，閨閣中之巧者，用綾羅製成小虎及綜子，壷盧，櫻桃，桑椹之類，以綴線穿之，懸
於叙頭，或繋於小児之背。（燕京歳時記）」端陽になると，針仕事の上手な女性たちは絹で小さい
虎，ひょうたん，さくらんぼ，桑の実などを作って，糸で叙頭に付ける。または子供の背中にも
付ける。
　「又端陽日，用繰紙勢成各様萌薦，倒粘於門閾之上，以洩毒気，至初五午後，則取而棄之。（燕
京歳時記）」また，端陽の日には繰紙などをひょうたんの形に切って，逆さまに門閾の上に張り
付ける。「毒気」を引き出すためである。当日の午後に取り外しては棄てる。
　なお，北京大学中国民俗学会の民俗叢書八十六巻，張江裁の『北平歳時記』，によれば，端午の
前後にかならず「1謂判」，「嫁妹」と「盗仙草」の芝居が演じられるという。「1詞判」と「嫁妹」
は鍾遣を主役とするもので，「盗仙草」は即ち前述の「白蛇伝」である。
　以上は北京の代表的な端午習俗や行事である。北京は古くから中国の都であって，そのため古
都なりの雰囲気や民俗がある。他の地域のものよりも，北京の端午習俗や行事を一応調べておけ
ば，中国の端午節供の実態をある程度把握できよう。
　C．『荊楚歳時記』に見られる端午節供
　梁・宗懐の『荊楚歳時記』五月のところに次のようなことが書いてある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　しよう　　　　　　　　　　しとね　　　さら　　　　　　　　　　　　　　　　　おお　「五月は俗に悪月と称し，禁多し。林（寝台）の薦席を曝すを忌み，及び屋を蓋うを忌む」6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とう　　　　　　　　　　　　　　よもぎ　「五月五日，之を浴蘭節と謂う。四民並びに賜百草の戯あり。文を採りて以て人を為り，門
　　　　　　　　　　　　はら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きざ　　　　　　　　こな　　　　　　　　　　　　　　うか戸の上に懸け，以て毒気を穰う。菖蒲を以て，或いは鍍み或いは盾として以て酒に涯ぶ」7
　「是の日，競渡し，雑薬を採る」8
　　　　　きぬいと　　　　　ひじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おん　「五繰の糸糸を以て腎に繋け，名づけて膵兵と」日う。人をして癌を病まざらしむ。又た条達な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くよくどの組織雑物，以て相い贈遺するあり。鴫鵠を取り，之に語を教う」9
　　　　　　　　ちまき　「夏至節の日，、機を食う」1O
　　　　　　　　　　　　　　　ひきがえる　「五月五日，俗，此の日を以て轍余を取り，兵を蹄けると為す」11
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　　　つかさど　「野人，五月五日以て啄木を得て之を貨る。歯痛を主る」12
　「一に霜掩なり。蜀土・剤・嚢の間，按と日う。損とは即ち争力・競倒の謂い’なり」13
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やまぐわ　「八蚕繭は日南より出づ。秋に至るも猶お飼うに柘を以てす。剤楚は即ち早晩二蚕あり。即
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ち五月のみ」14
　　　ふくろう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どきよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きようこう　「土泉は土に穴あけ，以て居す。故に土果と日う。……漢史に日う，五月五日，果嚢を作
り，百官に賜う。其れ悪鳥を以ての故に，以て五日に之を食う。古は果灸及び泉糞を重んず。蓋
し其の族類を滅せんと欲するなり……（後略）」15
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むし　「是の日，菊を取って灰を為り，以て小麦の姦を止む」16
　それによると，昔の中国人（宗懐は五世手己末に生まれ，六世紀の中葉頃に亡くなった人なので，
『剤楚歳時記』の中に記載される歳時習俗が五・六世紀頃の申国人の生活を反映しているという
ことになる）は，五月のことを悪月と称して，色々な禁忌を設けた。五月五日を浴蘭節として蘭
を蓄え沐浴し17，さらに皆が「賜百草」（即ち闘百草）の戯をして，文を採って人形18を作ったり，
菖蒲酒を飲んだりした。また競渡＝船競漕と薬草採りもした。五色の糸糸を腎に付け，条達（腕に
　　　　　くしろ巻く装飾の釧）などの組織雑物を贈答し，「毛羽新たに成る」塒鵠（寒皐）の子を捕えてその舌
の先を切って言葉を教えた19。また，夏至節の日に綾を食べた。（綾を食べることを端午節供の
習俗とするのが通説であるが，ここでは端午と言わず夏至節と書いてある。これが宗懐の真面目
なところである。これについて後にまた検討する。）さらに，当時の人は五月五日に轄除を捕え，
その辞悪・眉辛兵の力を借りようとした。また，啄木鳥を捕えたり買取ったりして，その囎強くし
かも虫を退治するところから，それを焼いて灰にして虫歯の穴に入れたら痛みが治ると当時の
人々が信じていた。相擢の戯（相撲）と小麦の憲（虫）を除くのも五月五日の行事であった。
　このようにして，布団を晒すことさえ避けるまで色々な禁忌を設けて謹慎して暮らし，夏至の
日には綾を食べ，五日には蘭の風呂に入り，薬草取り競争や船競漕をやったり，文と菖蒲で人形
と酒を作ったり，糸糸などでできた飾り物を身に付け，知り合いに贈答したり，または啄木，婚蛉，
土泉などを捕えてきて何とかして処分し，或いは相撲を取ったりした。昔の中国人にとって，五
月，特に五月五日，つまり今日のいわゆる端午節供は何か特別なことを意味しているに違いない。
その何かが後世の中国人に受け継がれ，北京の様々な習俗に反映され，また今日の台湾の端午行
事にもつながっているのである。その何かは一体何であろう。それをこれから究明したいと思う。
　2．行事の起源及び要素
　A．「端午」とは何か
　「端午」節供は「端五」節供，「端陽」節供，また俗に「五月節」，「重五節」，地域によっては
「女児節」とも呼ばれる。「女児節」の由来は前述北京の端午節供で指摘した通り，五月一日か
ら五日頃まで，人々が娘を椅麗に飾り立て，また嫁に行った娘もその時は里帰りするので，「女
児節」の呼び名ができたのである。「端五」，「重五」と「五月節」の名称は文字通り，「五」とい
う数字と関係がある。端午節供は普通五月五日（旧暦）とされる。五が二つ重なっているので当
然「重五」となり，「端五」となる。なお，五は奇数である。中国人の奇数を陽，偶数を陰とす
る考えを念頭に置けば，五月五日が「端陽」節供と呼ばれることは何らの不思議もない。「五月節」
については，五月にある重大な年中行事なので，端午節供が五月の代表として扱われるのは自然
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なことである。
　ところで，「端午」とは一体何であろう。端ははしであり，もののはじめである。午は十二支
の午である。従って端午とは月の始めの午の日である。しかし，時代の変化と共に，月の始めの
午の日を指した端午はやがて五月の始めの午の日だけを意味するようになり，また，午は数の五
と音通だし，かつ中国では月の数と日の数を重ねて祝日とする習わしがあったところから，それ
がついに五月五日の代名詞となってしまったのである。
　一方，古来の中国人はなぜ五月の始めの午の日を重視しなければならなかったのか。それは地
球の運行と関係がある。北半球で昼が最も長く夜が最も短い日　　夏至は大抵1日暦の五月の始め
の午の日の前後に当たるからである。夏至を過ぎると，昼がだんだん短くなり，昔の人にとって
一番頼りになる太陽の力が衰えていき，代わりに暗い夜の世界が強くなる。夏至の日，特に午時
に，一太陽の威厳が最高潮に達し，それが過ぎると陽と陰との争いで陽が次第に負けていく。換言
すれば天下万物の生命力が弱まっていく。これ二について，『穫記』では「陰陽争，死生分」とい
う表現を使っており，従って「君子齋戒，虜必掩身舅躁，止聲色……」。つまり，こういう時に
当たって，人々は謹慎して行動しなければならないのである。『穫記』に続いて，『准南子』や『後
漢書』，『詩紀暦櫃』などにも類似したことを書いている。これは中国人の古くから五月を悪月と
し，色々な禁忌を守らなければならない考え方と関わりがあると黄石が『端午穫俗史』の中で主
張しており，筆者もその立場を支持する。
　B．屈原祭祀
　端午節供に行われる様々な行事をすでに概略的に紹介したが，ここではそれらの行事を起源及
び要素によって三つのグループに区分して考えてみる。
　屈原と関係があるとよく言われる綜と龍船競漕がまず一つのグループとして挙げられる。綜と
龍船競漕の由来については，普通次のように説明されている。中国戦国時代の楚という国に，屈
原という人がいた。彼は名を平といい，楚王の一族である。戦国時代は七雄といって，秦，齊，
楚，燕，韓，超，衛の七つの大きい国によって中国が分けられていたが，屈原の時は，実質的に
は秦，齊，楚の三覇戦の時代であった。
　政治，外交に明るい屈原は有能な若き政治家として楚懐王の側近で活躍していたが，貴族派の
反発で失脚し，主から遠さけられた。紀元前三一三年，対齊外交の失敗を食い止めようと，懐王
は再び屈原を起用したが，意見の違いなどで，四年後にまた彼を漢北に流した。会盟を求められ
秦に入った楚懐王はやがて捕まえられて病死し，遺体となって楚に帰った。継いで即位した頃嚢
王に，親齊派の屈原は一度召還されたがすぐに江南（湖南省）に再追放された。
　前二七七年，秦兵が南下して楚を滅ぼした。離騒，九歌，天問，九章，遠遊，卜居，漁父など
の文学作品を残し，怨みを抱いて泪羅の川に身を投じ国に殉じた屈原の命日がちょうど旧暦の五
月五日，端午の日だとされている。不遇な運命を辿った愛国・憂国の詩人屈原が投身自殺したと
聞き，川辺の人々は慌てて船を出したが捜し当たらず，結局嘆くしかなかった。彼の死を惜しみ，
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死体が魚に食べられないようにと祈って，人々は米を木の葉に包んで魚の餌として川に投げた。
それが綜の起源である。屈原を救いあげようと人々が争って船を漕いだのが後の龍船競漕の起源
だとも言われる。なお，『荊楚歳時記』によると，屈原が亡くなった後も，人々は毎年の五月五
日に米か飯を葉で包んで川に投げ，亡霊を祭っていたが，漢の建武の時代に，長沙の人が自ら三
聞大夫（即ち屈原）と称する人と会った。三聞大夫が長沙の人に，自分を祭ってくれる気持ちは
嬉しいが，供物がいつも咬龍に盗まれてしまう。鮫龍は棟葉と五色の糸系を畏れるので，これから
は供物を五色の糸糸と棟葉で縛っておいてください，と語った。それ以来，人々は綜を棟の葉と五
色の糸糸で縛るようになったという20。これは綜の作り方の話であるが，やはり屈原が主役となっ
ている。
　以上は民問に広く伝えられ，しかも信じられている綜と龍船競漕の起源謂である。しかしよく
調べてみれば，それが単なる説話であることが分かる。その根拠の一つに，屈原が本当に端午の
日に自禅したという確実な文献がまず存在しない。申国の歴史学者司馬遷（前一四五～前八六）
の『史記』・「屈原列偉」には屈原が泪羅の川に身を投じ，「楚人哀之」と書いてあるだけで，
屈原の自殺した日期と綜について何も触れていない。綜を屈原と結び付けたのは五世紀前半の劉
義慶（四○三～四四四）の『世説新語』が最初である。晋代の周鹿（？～二九七）が『風土記』
の中で綜（当時は角黍，筒機か櫻と称した）についてかなり詳しく述べ，綜関係の最古の文献と
見成されているが，その中には屈原のことを全然言及していない。従って屈原が綜と結び付けら
れ始めたのは早くても西晋以降のことであり，甫北朝（四二○～五八一）に入ってからこの伝説
が広がり，劉義慶の書に載せられ，後の宗懐もそれを『剤楚歳時記』の中に収録したと考えられ
る。
　綜の起源については，黄石の考察によると，紀元前三世紀以前まで遡ることができるという21。
呂不章（？～前二三五）の門下・食客が編集した『呂氏春秋』に次のようなことが書いてある。
「仲夏之月，農乃登黍，是月也，天子以雛嘗黍，差以含桃，先春寝廟」。ここの「黍」は五月頃
に収穫する早黍を指している。しかし，黍は粘りけの多いもので，そのまま祭器に載せてはよく
ないから，竹筒か木の葉でまず包んでおく。それが後の「角黍」，つまり綜へ発展していった。
時代が少し下がって，皇帝が新しく収穫した穀物を祖先に供える儀礼22が廃止され，代わりに民
間では端午節供に角黍（綜）など時節に応じたものを先祖祀りの供物にする習俗ができて，それ
が今日まで連なっている。つまり，綜の出現は本当は屈原の死去より時代が早いということにな
る。前一世紀に書かれた『史記』の「屈原列偉」に綜関係の記録が全然なく，三世紀の周鹿『風
土記』の綜についての記述にも屈原関係の言葉がない。それが五世紀劉義慶の『世説新語』にな
ると，両者が突然関係を持つようになり，六世紀宗陳の時代ではさらに一歩進んで，漢の建武中
（二五～五五年）に屈原の「幽霊」が現れ，綜を棟葉と五色の糸糸で縛ってほしいと告げたような
伝説が民間に広く伝わることになった。それ以来，綜は屈原を祀るためにできたものという説が
常識のように伝承され，今日の台湾の小学校教科書にもそういう旨の話が載っている。
　綜については暫時論の展開を保留し，次に同じく屈原の話でよく説明されている龍船競渡の問’
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題に進みたいが，これもやはり疑点が多く絡んでいる。
　龍船競渡について論議を展開しているのは中国の学者だけではなく，日本とヨーロッパの研究
者もかなり一の業績を挙げている。しかし，それらを検討する前に，まず競渡関係の最古の史料を
見なければ李らない。中国の競渡を明確に伝えた最古の文献は五世紀後半南齊・劉澄之の『番嗜陽
記』である。それには「五月五日に至るごとに，郷人この江水に於いて船を以て競渡す。俗に云
う，屈原のために災を藤う」23と記されている。『番匿陽記』に次ぎ六世紀の『荊楚歳時記』も早
期の文献に属するが，記事が簡単に過ぎて詳細を知り難い。七世紀初頭，杜公曙によって『荊楚
歳時記』の詳しい注釈本が作られた。それを見れば，競渡の起源論争は中国本土でも六世紀の終
わり頃にはすでに始まっている。杜公晴は『荊楚歳時記』の注釈本に「五月五日，競渡あり，俗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　いた　　　　　　　　　　　　　　　　　しゆうしゆう　　　　　　　　　　　　　すくに屈原が泪羅に投ずるの日，その死所を傷むが為なり。故に並びに舟揖を命じて以て之を掻う。
　　かんたんじゆん　　そうが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なみ　　さから　・・郁軍盾淳の層蛾碑に云く。五月五日，時に伍君を迎う。濤に逆いて上り，水の掩う所と為る
　　　　　　　　　　　　　　　　ししよと。斯れ又た東呉の俗にして，事は子脊に在り，屈平に関せざるなり。『越地伝』に云く。越王
二うせ会　　　　　　　　　　つまびら勾践より起ると。詳かにするべからず。……」24と書いて，三つの説を挙げている。一つは一
番よく知られる屈原のことで，二つ目は伍子膏，三つ目は越王勾践の伝承に競渡の由来があると
いう。伍子膏と越王勾践の伝承を簡単に見てみると，次のことが言える。
　伍子膏（？～前四八四）は中国春秋時代の楚の名族，名は員。初め楚の平王に仕えたが父及び
兄が平王に殺されたので呉に走り，楚を討って平王の墓をあばき，復讐の念を晴らした。その後，
越を攻めるのに功があったが，譲言を信じた呉王夫差に自決を命じられ，呉の前途を呪いつつ死
んだ。夫差は怒ってそのしかばねを革袋に入れ銭塘江に投じた。呉人は一隣れんでこれを祠ったと
いう。伍子膏は屈原と同様悲劇的な最期を遂げ，身を江の中に沈めた人物で，屈原に置き換えら
れ競渡の起源に結び付けられたと考えられる25。
　勾践（？～前四六五）は中国春秋時代の越国の王（在位前四九六～前四六五）。春秋時代末期，
　　　　　　　　　　　　　　　二うりよ江蘇・断江地方で呉と争い，呉王闘聞を敗死させたが，後に闇問の子，呉王夫差に会稽で敗れた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はんれい（前四九四年）。命を許された勾践は呉に臣従すること二十年，臥薪嘗胆しつつ，賢臣の萢譲，
ぷんしよう
文種らと軍備に努め，謀議を巡らし，前四七三年ついに夫差を討って呉を破り覇王を号した。
しかし，彼の死後，越は国勢ふるわず，前三三四年に楚に滅ぼされた。この越王勾践と競渡との
関わりについて，杜公瞭は『越地伝』を引用しながら「詳かにするべからず」と述べている。守
屋美都雄も考証した上で，「もとより俗説であって，信ずべき史料ではない」と指摘している26。
『剤楚歳時記』注釈本に記されたこの越王勾践の競渡起源謂は，かなり弱い説だと確言できよう。
　『剤楚歳時記』の他に，七世紀の『陪書』地理志は，土地の者が泪羅へ赴いた屈原を追って洞
庭湖まで行ったが見つからず，船が小さくて湖を渡ることができないので競漕して帰ったと述べ
ている。．また，唐代の『陪唐嘉話』によれば，屈原が河に身を投げた時，土地の者が船を出して
捜し求め，急いで先を争ったことからこの競技が始まったという27。明・楊嗣昌の『武陵競渡略』
には，競渡は屈原を呼び戻すことがもとであって，況湘の間で始まったと述べ，さらに，競渡の
意味は招屈だけでなく屈原の不平の気を一掃することにもあると説明を付けている。なお，文崇
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一の「九歌中的水神與華南的龍舟寮神」によれば，湖北省の『來鳳縣志』には，五月五日と十五
日の大端陽は馬伏波に始まると俗に言われ，この両日には龍船による競渡が行われると記されて
いるという。馬伏波とは，後漢の時南方に遠征した伏波将軍馬援のことであり，伏波という称号
は周囲の野蛮人の世界を平定するという意味と，水軍の長という意味とが込められていると、清
水純が「東アジア・東南アジアにおける競舟儀礼について」で説明を加えている28。これはあま
り知られていない競渡の由来伝説である。
　以上述べた競渡の起源潭はすべて男性を中心としたものであり，しかも越王勾践を除けば，屈
原，伍子膏と馬援三人はいずれも水界との関わりが深く，さらに，多くの場合悲劇的な最期を遂
げていることが注目に値する。
　男性をテーマとしたものの他に，女性が主人公となって展開する競渡の起源謂もある。清水純
が前掲論文で胡撲安の『中華全國風俗志』を引用し，雲南の大理では登隅の妻慈善夫人の死を弔っ
て競舟が行われると述べている。
　伝説によれば，慈善夫人は大理の六詔時代の登限炎詔主の妻であった。当時，蒙舎詔主は他詔を
併合しようと狙っていた。蒙者詔主の陰謀によって，郵貝炎詔主は松明楼の火事で焼き殺されてし
まった。慈善夫人は焼け跡から夫の死体を捜し出すと城に戻って蒙舎詔主に立ち向かったが抵抗
空しく攻め落とされ，捕まえられた。詔主の妃になることを強く求められた慈善夫人は，蒙舎詔
へ向かう船から河海に身を投げて夫に殉じた。人々は彼女の死体を捜そうと船を出したが，っい
に見付けることができなかった。これもやはり水申に投身した例である。
　清水純は慈善夫人の話と並びに，前にも触れた『剤楚歳時記』圧釈本の競渡の由来伝説　　伍
子膏の条を引用して，曹蛾のことを取り上げている。「曹蛾は会稽上虞の人で，父は巫祝であった。
漢安2年（ユ43年）5月5日，県の江において，波にさからって婆娑神を迎えているときに父は
溺れて死んだ。死体はみつからず，年14歳であった曹蛾は江のほとりで何日も号泣し，ついに江
に身を投じたという。別伝によれば，蛾は瓜を水に投じ，父の死体のあるところで沈むようにと
念じ，瓜が沈んだのをみて江に身を投げたという」と同氏が書いている。しかし，『荊楚歳時記』
注釈本の原文と守屋美都雄の訳文及び注釈を読みなおしたところ，郁郭淳の曹蛾碑に書いてある
のは，巫祝である曹蛾の父親が漢安二年五月五日に伍君（一説は婆娑神）を迎えるために波にさ
からって上り，溺れて死んだ。それを悲しんで何日も号泣し，結局曹蛾自信も江に身を投げて自
殺した，という話である。つまり，『剤楚歳時記』注釈本作者が語ろうとしたのは五月五日に伍
君（伍子膏）を迎えて競渡を行う習俗であり，その証拠として郁鄭淳の曹蛾碑を引き，曹蛾の父
が即ちその行事のために死んだのである，と杜公晴が書いている。曹蛾は競渡の行事を間接原因
にして水死したが，競渡そのものの起源とは無関係である。従って，曹蛾の話を競渡の由来伝説
として取り扱った清水純のこの論点に対し，筆者は批判的立場を取らざるを得去い。
　さて，競渡の起源伝説に戻るが，人物をテーマにしたもの以外に，神の誕生を記念して競渡を
行う例と，龍が登場する例もある。前者は断江省山陰縣と江蘇省六合縣の事例で，張大帝と関帝
の誕辰をそれぞれ記念して競渡が行われていたという29。後者は貴州省の苗族に伝わる伝説が
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競渡の起源を説明している例で，あらすじは次の通りである。
　清水江に潜む悪龍に、自、子をさらわれた父親が，子供を取り返すために鋼のナイフと火打ち石を
もって川底へ潜り，眠っている龍を四つに切り刻み，巣に火をつけて子供を救い出すことに成功
した。ところが，龍が死んだ瞬問空が暗くなり，九日九晩暗闇が続いた。十日目にある女が川へ
水を汲みに来て，ひしゃくを川に落としてしまい，拾おうとして天秤棒で水面を散くうちにやっ
と空は晴れ上がった。後に，四つに切り刻まれた龍の体が清水江に浮び上がり，その付近で龍船
競渡が行われるようになったという30。
　以上の競渡の起源言草とは別に，各地方の習俗と史料に基づいて，研究者たちは競渡の起源及び
要素について様々な説を出している。中国人の方をまず見てみると，聞一多は端午の競渡はもと
もと長江下流の呉越の文化の産物と指摘し，船が龍形に刻まれるのは咬龍の害を避けるのに役立
つとされた呉越の文身の習俗が身体以外の用具＝舟にまで拡張したものであろうと主張した31。
凌純聲も，競渡の起源は越人即ち古代百越民族が龍船に駕して水神を祀る行事であり，また，最
．古の銅鼓の胴に描かれた三日月形の舟の絵が競渡の具体的図像であると述べている32。文崇一は
『中央研究院民族學研究所集刊』第十一期（一九六一年）に載せた「九歌中的水神典華南的龍舟
寮神」の中で，競渡の成立や観念的背景について幅広く考察し，一，夏の競渡は秋の豊作のため
であり，二，競渡が農業神を祀ることに起源するとは言えないが，多くの地方では農業神，ある
いは水神を祀るために行われる，三，競渡の時期は正しく大量の雨水を必要とする農作物の成長
期なので，雨乞いと関係する可能性がある，四，巫術（藤災，逐疫）機能，という四つの結論を
出している。また，中国で行われていた競渡の記録を整理して，場所期日の一覧表と分布図を作
成している。黄石は『端午榿俗史』の中で競渡の資料を分析し，競渡の真の動機は生命を護るこ
とが最高目的である。人問にとって最大の脅威である疫病を駆逐するために逐疫藤災の競渡行事
が行われるのだ，と強調している。
　日本人研究者の方は，中国の競渡を中心に考察した者が少なく，ほとんどは日本・東アジアか
ら東南アジアにかけての競舟儀礼について論じている。例えば，山本達郎の「競渡考」（一九四三），
松本信広の「古代伝承に表われた車と船」（一九五八），馬淵東rの「爬龍船について」（一九六四），
寒川恒夫の「稲作民伝承遊戯の文化史的考察」（一九八一）と清水純の「東アジァ・東甫アジァ
における競舟儀礼について」（一九八三）がそれである。君島久子は「竜神（竜女）説話と竜舟
祭（1）」（一九七七）の中で南中国の龍神説話と龍舟祭との関わりという観点から論議を展開して
いるが，それはむしろ例外のようなものである。ちなみに，日本の競渡行事について論文を書い
た研究者としては，喜捨場永殉（一九四○），申村哲（一九四四），海野清（一九八○），柴田恵司・
高山久明（一九八二）の名が挙げられる。
　中国の競渡について考察を行ったヨーロッパ人研究者はかなりの数になっている。まずデ・ホ
ロート（de　Groot）は度門の年中行事を研究し，その中で，五月の龍舟競渡は真夏の熱気と乾燥
の時期に，水神の恵みを乞うことを目的とするものであると述べている。彼によれば，龍の形の
船による競漕は天上での二頭の龍の戦いを模しており，この龍の闘争の結果，地上に雨がもたさ
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れると考えられていたのである。ホドウス（Hodous）も競渡の本来の意義は，雨の恵みを乞う
ものであって，それによって豊かな収穫を得ようとするものであると考えている。M・グラネ（M．
G．anet）は，古代中国の祭礼と歌謡について扱った論文で，折水のほとりで行われた降雨を待つ
春の祭礼について触れ，この祭礼においては，二組に分かれた人々が様々な競争を行ったが，そ
の中の一つに河を渡る競争があったことを示している。これをふまえて，エーバーハルト
（Eberhard）は，古代魯国で川から龍の出現を象徴して行われた春の川渡り儀礼は，後に越人，
倦人のような非漢民族の文化の影響を受けて，遅くとも後漢の時代までにボートレースにとって
代わられたと考えている。彼は競舟の文化史的淵源について，本来は越文化に属するものである
が，タイ（Thai）文化の，人身供犠を伴う豊穣祈願の祭りの影響も受けていると考え，競舟の際
に，たびたび負傷者や溺死者が出たという記録が多いことに注目して，競舟による死者は水神に
捧げられた人身供犠としての意味を持つと述べている。彼はまた銅鼓を越文化の一要素とみなし
ているが，銅鼓上に描かれたいわゆる死者の舟と龍舟競渡との関連性についても示している。な
お，アイメール（Aijmer）は明・楊嗣昌の『武陵競渡略』に基づいて，湖北湖甫地方の競渡を分
析し，その結果，この地域における端午の競渡が，稲作のプロセスにおいて特に重要な田植えと
密接なかかわりを持つと結論づけている33。
　以上中国の競渡の研究史を大まかに見てきたが，十五人近い研究者の様々な主張の中で，筆者
は君島久子の「竜舟祭の主な目的は水神（竜神）を祭る事である」という論説に注目したい。詳
しい説明は後に譲くるが，競渡というのは，実際は農耕に必要な雨を求める水神祭りの主要行事
である。別な系統から発展してきた綜は時節の物として水神祭りの際の供物にもなった。しかし，
それがきっかけで競渡と綜は愛国・憂国の詩人屈原の話に結び付けられ，屈原を弔うためのもの
として位置づけられ，その本来の起源や意義がかえって忘却されてしまったのである。
　C．悪月の俗信
　実際の関連は認められないが，屈原の詰とよく結び付けて考えられる綜・龍船競渡の二大行事
と並んで，やはり端午節供の重要な「節物」と称すべきものに，悪月の俗信にまつわる様々在行
事が独白のグループを成している。具体的な例としては，例えば前述した香袋，菖蒲・文・格樹
の枝の束，薬草風呂，雄黄酒，菖蒲の靴，ひょうたん，張天師，鍾植または五毒符呪を絵いた黄
色い紙やもっと古い時代の文の人形，菖蒲酒，辞兵，条達などがいずれもそれに属している。そ
れらのものを端午の日に門に掛けたり，あるいは身に付けたりする習俗はなぜ生じたであろうか。
前にも指摘したように，’五月は悪月，特に夏至＝端午節供に「陰」は大いに活躍するという陰陽
五行の考えがその根にあると思われる。そして，意識されていないものの，その慣習は変貌しな
がらも現代まで民衆の問に引き継がれている。
　悪月の俗信から発足したこの一連の端午の行事または節物をもう一度検討，分析すると，次の
ようなことが言える。つまり，菖蒲，文，ひょうたん，雄黄，蹄兵，条達……など一見膨大かつ
複雑なものは，実際は「陰＝邪気を祓う」，場合によっては一歩進んで「福をもたらす」役割を担っ’
一ユ23一
ている点でその性格が共通し，また，歴史的変遷を辿ってみれば，その一貫した系譜も明確に把
握できる。換言すれば，これらのものは，同一の目的という横のつながりを持っているばかりで
なく，時代の流れを遡っていくと共同の起源という縦の関係も同時に有しているのである。
　悪月の俗信に関連する諸節物の中で，蹄兵が漢の時代にすでに姿を現しており，一番長い歴史
を持っている。東漢の終わり頃，磨召力という人が『風俗通義』を著し，辞兵について「夏至五月
五日，五采辞兵，題『野鬼遊光』。俗説五采以厭五兵，遊光腐鬼，知其名，令人不病疫温」と説
明している。「厭」は「厭勝」のことで，強い法力をもって邪気または妖術を圧倒する意味である。
つまり，五月五日に世を横行し人々を病気にさせる「遊光腐鬼」や「五兵」を，五采辞兵の力を
借りて祓い除ける，ということである。辞兵には「五色剛卯」という別名がある。剛卯は即ち邪
気を祓う効果がある桃印符であり，それを五色にすることによって五行を象徴し，五方五土に疫
病を散布する五鬼を追い祓うのである。この端午節供に襲ってくる邪気から人々を守る蹄兵，ま
たは五色剛卯，五色桃印符が後に道教の流行に従って，道士の作る「赤霊符」，「天師符」あるい
は「五雷印」に取って代わった。
　赤霊符というのは「殊砂」で書いた霊符である。殊砂はもともと薬材であり，色赤く，道教の
術士によく使用され，邪気悪鬼を駆逐するのに効果があると言われる34。天師符は道教の教祖・
張天師の名前か画像を刷った符錘で，張天師の法力を借りて邪気を祓おうとする発想から生じた
ものと見られる。五雷印は張天師の法物　　「五雷正法」を打ち出す實璽を絵いた符簿で，天師
符と同様に張天師の力を借用しようとするものである。
　張天師の形像を借りて悪いものを祓う天師符と類似したものに，鬼を食物にすると言われる鍾
道の絵像を門に貼っておく方法がある。端午節供に活躍し始める悪鬼が鍾遣の像を見るとかなら
ず遠くへ逃げていき，崇りなどをする余裕がなくなると伝承されている。この鍾旭の像は中国だ
けでなく，日本にも伝えられ，端午節供の幟に登場していることは周知の事実である。
　天師符，赤霊符などの符籔の他に，「五毒符」というものがある。五毒と端午とは，実は何ら
の関係もない。もともとそれは農作物を虫などから守る符簸であり，「穀雨」の日に門に貼るべ
きものである。五毒の具体的内容については定説はないが，嗅虫公，歎，蛇，虫の類がよく挙げら
れる。それらの害虫を絵いて符簸にしたものが五毒符で，端午の日より陰気，毒気などが強くな
ると思われるから，穀雨専用だったこの虫毒を祓う符鶴もいつの問にか端午節供に使われるよう
になった。五毒を絵いた符錘のほかに，五毒をかたどった菓子や飾り物も端午節供の節物として
人気を集めていた。宋代の書物『歳時雑記』に，端午の日に女性は五毒の飾り物を付けたかんざ
しを使う風習がある，と記している。それを考えれば，五毒が端午節供と結び付けられたのは宋
以前のことと言えよう。
　以上は端午の日に使う道教関係の符鐘や絵像とその根源に関わる辞兵・剛卯・桃符印を大まか
に見てきたが，実は蹄兵から展開したもう一つの端午節物の集合がある。続命綾や条達，香袋な
どがそれに当たる。
　前にも触れたように，辞兵と剛卯，桃符印は同じものである。この蹄兵または剛卯，桃符印を
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門に掛けるには紐が必要である。この場合の紐は，最初は赤いものだけだったが，五方五土の五
兵五鬼を象徴するために眉辛兵が五采のものになったのと同様で，この紐も結局五色になった。五
色の紐で門に掛けられる五采群兵は後に簡略化され，腎（上腕）に巻く五色の紐になり，名前も
「五色綾」，「五色糸糸」，「辞兵給」，「続命綾」，「朱索」，「百索」，「条達」，「条脱」など様々となっ
た。西晋周慮の『風土記』がそれについて詳しく述べている。
　続命綾には「長命綾」という別名がある。五兵から命を守る続命綾だが，守られた命をできる
だけ長く伸ばしたいという人間の変わらぬ願望から，長命綾の名が付けられたのであろう。蹄兵
から派出した「辞邪保身」の紐シリーズはこのように「長命百歳」を祈る縁起物に一転した。た
だし，これら長命綾などは後にまた大きな変化を見せた。女性の手による改革である。端午の日
にだけ身に付けるものではあるが，美しくすれば特別な飾りになるし，手先の起用さを誇示する
機会にもなる。女性のこういう心理が裏にあって，端午の邪気を祓う法物は当然精巧と豪華を競
う飾り物にならざるを得なかった。香袋は即ちその産物である。蹄兵が香袋になってから，その
性格と外形はもちろん，付ける所も変わって，腕に限らず，かんざしや衣服に，子供なら背中に
でもよいことになる。宋・陳元競の『歳時廣記』にはすでに香袋が登場し，それが今日の香袋に
ずっとつながってきたので，少なくとも七百年以上の歴史があることは確かである。
　蹄兵から展開した道教的色彩の強い符簸，絵像の集合と装飾効果を兼ねた続命綾，香袋の系列
と平行して，端午の日に重要な役割を演じるいくつかの植物がある。その代表としてまず菖蒲と
文が挙げられる。黄石の考証によれば，文と菖蒲を門に掛ける風習はやはり符・鎧などと同じく，
大昔の桃符印，蹄兵に由来したという35。文について民間には次のような伝承がある。
　唐の末期黄巣の乱（八七五～八八四）が起こり，世が乱れ，戦を避けて故郷を離れた人が大勢
いた。その中に，兄のために白分の子を捨てて甥を負って逃げる男が一人いた。途中でちょうど
黄巣と出くわし，殺されるに違いないと思ったが兄の子を負っていることが黄巣の耳に入り，特
別に逃がされた。家に帰って門に文を描しておけば戦から一家を守ることができると黄巣に教え
られた。それがきっかけとなって，すべての家が文を門に掛けるようになったという。
　しかし，前にも引いたように，『剤楚歳時記』の時代　　梁（五○二～五五七）に，端午の日
に文をもって人形を作り門に括す習俗がすでにできていた。従って，この民間伝承の受け取り方
については再考の必要がある。それをそのまま信じるよりも，ただ文を門に描す習俗の古さを説
明する傍証として扱った方が妥当のように思われる。
　漢代の蹄兵を門に掛ける風習が三百年ほどの歳月を経って梁の時代の文人形を括す習俗になっ
たことは考えてみれば不思議なことでもない。屈原の時代にすでに文を帯びて悪を避ける考え方
があった36。しかも丈は病気を治す針術に不可欠な薬でもある。病と禍を起こす邪気を祓うため
に何か（たとえば蹄兵）を門に掛ける習俗がすでに定着していたのであれば，人を病気から守る
文がその何かの行列に伸間入りすることは十分可能である。一方の菖蒲は「冬至の後五旬七日…
・百草の先ず生ずるもの」37であり，その刺激的な芳香が眉辛病や長寿の力の源になると古くから
信じられ38，癌気邪気を祓い除けるのに使用されるのも当然であろう。
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　杜公瞭は『荊楚歳時記』注釈本に，．文について「採りて以て人を為り，門戸の上に懸け，以て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あや　　き毒気を祓う」，「虎の形を為り，黒豆の如き大なるもの有るに至る，或いは繰を蒐りて小虎を為り，
　　　　は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きざ文の葉を粘り以て之を戴く」と記している。菖蒲については「（菖蒲を）以て，或いは鍍み或い
　こな　　　　　　　　　　　うかは層とし以て酒に活ぶ」と述べた。なお，『山堂緯考』宮集，巻十一，刻蒲には「歳時記。端午，
菖蒲を刻んで小人子を為る。或いは萌盧形と謂う。之を帯びて邪を蹄く」と書かれている39。そ
の他に，中国各地の地志にも菖蒲と丈を門または家の中に掛ける習俗が多く載っている。
　文と菖蒲をそのまま門に掛けるのは前にも言及したよう．に，昔の辞兵のなごりと見てよい。そ
れを人形，虎の形，萌薦（ひょうたん）形などにするのは，それぞれ違った意味がある。人形は
邪気や鬼を祓う張天師または鍾遣を象徴するものが多いと黄石は『端午穫俗史』の中で指摘して
いる。虎は「百獣之王」で，伝承の中の張天師の乗り物でもあり，勇猛且つ吉祥のシンボルとし
て古くから愛され，だから端午節供にも登場したのであろう。ひょうたんは道教の仙人がよく使
う道具で，昔から縁起物として親しまれているし，その形も椅麗なので，門に掛けて蹄邪の法物
にしたり，身に付けて飾りにもなる。ただしここで注目したいのは，北京の端午節供のところに
も触れたが，端午の日に繰紙（綾絹または紙）などをひょうたんの形に切って逆さまに門の上に
貼りつけ，午後に取り外して捨てる習俗である。飾り物として使う場合は別にして，ひょうたん
を門に掛けて避邪に使用する時はそれを逆さまにしなければならない。『燕京雑記』と『燕京歳
時記』の両書もそれについて詳しく述べている。端午のひょうたんは逆さまに仕掛け，襲って来
る邪気，毒気を一旦吸い込んでもらい，後にはひょうたんごとに捨ててしまうのである。普通の
ひょうたんは口が上に向いて，吉祥のものとして愛されるが，端午節供に悪い気を吸うひょうた
んを通常どおり上向きにしてはその悪い気を尊しく保存することになるので，ふだんと反対した
措置を取ってその悪い気に対する憎悪を強調し，最後にはひょうたんまで一緒にほうってしまう。
こういう非常処置を取るほど，端午節供に襲って来る邪気，陰気が恐れられるのである。
　菖蒲と文の組み合わせが端午節供に好まれる理由は，前述のものの他にもう一つある。菖蒲の
尖った葉の形は剣を想起させるもので，手のひらに似た文の葉と一緒に門に掛けておけば，手が
剣を持って邪気を祓い除け家申の人の健康と安全を守ることになるのである40。もともと菖蒲と
文は体によい薬草として古くから親しまれ，特に組み合わせなくてもそれぞれの独立した効能が
ある。だから文の人形だけでも邪気を祓う法物になるし，菖蒲を小さく刻んで酒に入れれば端午
の特別「避邪飲料」にもなる。また，菖蒲でできた靴を履けば，直接体を襲う「悪いもの」を恐
れる必要がなくなり，安心して端午節供を過ごせるという言い伝えもある。ただし，文と菖蒲を
対にすればその効果が一層向上するものと考えられ，対の形で使用される時が多くなったと思わ
れる。前に触れた今日の台湾で使われる文・菖蒲湯もその一例である。
　文と菖蒲の他に，端午の日によく使われる植物はまだ何種類かある。たとえば，台湾で文と菖
蒲と一緒に束ねて門に掛けられる椿樹の枝が一つである。台湾には次のような諺（方言）がある。
「括椿較勇龍，描文較勇健」（格樹を括せば龍より強くなり，文を描せば身体が強健になる）。「格」
と「龍」，「文」と「健」の発音の響き具合がよく，古くから伝えられてきた端午節供に関わる諺
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である。
　『剤楚歳時記』に出る「五月五日，蘭を蓄え沐浴を為す」の蘭も端午の日の植物である。また，
「四民並びに賜百草の戯あり」，「賜百草は，即ち今人，闘百草の戯あるなり」と「是の日……雑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　けんじよ薬を採る」，「此の日，薬を蓄え以て毒気を鰯除す」の賜百草の戯，闘百草の戯，雑薬などはいず
れも植物である。悪月の邪気を祓うために蘭を採ってきて体を清め，或は万一の時に備え薬草な
どを用意しておくが，この草摘みの機会を借りて多くの男女が交会し，そこに楽しい遊戯も生ま
れ，草の上で踊ったり，摘んだ草の美しさと多さを互いに比較したり闘わしたりするようになっ
たことを，守屋が訳注の中に指摘している。なお，清・顧藤元の『呉越風土録』の中には，呉地
特有のにんにくを掛ける習俗が載せられている：「裁蒲為剣，割蓬作鞭，副以桃梗蒜頭，懸於床
戸，皆以却鬼」，「端午澤蒜本之不分辮者，結線網繋之以為飾，謂之『燭嚢網蒜』」。強烈なにおい
を放つにん’にくをベットの上などに掛けては，確かに悪いものを祓う効果が強そうだが，そのに
おいを我慢する人間の方も大変であろう。
　最後に，菖蒲以外のものとあまり関係せず，よく独立した形で姿を現す雄黄酒について少し考
察する。雄黄を酒の中に入れて飲む，または家の周りに撒いたり，子供の額や耳，鼻に塗りつけ
たりする風習の確実な起源は未だにはっきりしていない。雄黄酒が記録に出初めたのは元代であ
り，明代・清代にかけてその流布地域が一段と広がり，今日までなごりを残している。元代の記
録を見ると，雄黄酒に菖蒲を入れることもあったことが分かる。覆祐の『四時宜記』にはこう書
いてある。「五日午時飲菖蒲雄黄酒，蹄除百病，而禁百虫」。明代の『五什姐』にも雄黄酒関係の
ことが記されているが，菖蒲が入っていない。「端午以雄黄入酒飲之，井噴屋壁床帳，嬰児塗其
耳鼻，云以避蛇簸毒害」。清代の資料は北京の端午節供のところですでに『燕京歳時記』の記録
を引用したため，ここでは省略する。
　雄黄には消毒の効果があり，少量ならば飲んでも差し支えがないので，端午節供の節物として
起用されたと思われる。しかし，雄黄を酒に入れる着想はおそらく菖蒲酒から示唆を得たもので
あろう。第一，その作り方は菖蒲酒によく似ている。しかも，菖蒲を少し刻んで入れれば菖蒲酒
の避邪効能を同時に有することもできる。この雄黄酒が発明された後，かなりはやい速度で広く
伝わり，海を隔てた台湾までその波が及び，そして今日まで生き残っている。
　雄黄酒を飲めば病気にかからず，家の周りに撒けば虫除けになる。子供の耳と鼻に塗りつけて
おけば，一年中虫に刺されることがないと言われる。額に「王」文字を書くのは，王の字形は虎
の額の模様に似ているからである。虎の力幸借りて邪気などから子供を守る発想であろう。これ
もやはり五月が悪月という俗信からできたまじないと見られる。
　以上，悪月の俗信から発展した様々な端午節供の行事，節物を概略的に見てきた。冒頭で指摘
したように，これらのものはいずれも夏雫・端午に襲って来る邪気から身を守るためにできた習
俗であり，場合によってはさらに積極的な「福をもたらす」役目が加えられることもある。なお，
これらのものの歴史を辿ってみれば，蹄兵を最初の起源として，道教関係の符籔，絵像と装飾効
果を兼ねた続命綾，香袋，及びに文・菖蒲を代表とする避邪の植物群という三つの集団の展開が
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目につく。つまり，今日複雑に見える五月が悪月という観念から出発した様々な端午の節物は，
道教的色彩を帯びた符錘と絵像の系列，装身具にもなる続命綾と香袋の集合，文や菖蒲など特別
効果のある植物群という三つの集団に分類することができる。この三大グループの節物はいずれ
も辞兵というものを最初の起源として千八百年以上の歳月を経って今日の形を作りあげたのであ
り，また，三つの集団とも「避邪・祈福」をその共同の目的としている。目的を同じくするとい
う横の連帯関係と起源が同一であるという縦の歴史系譜を持っていることは，悪月の俗信にまつ
わる数多くの節物の大きな特徴と言えよう。
　D．民間文学における展開
　白い蛇が長い歳月を経って法力を修得し，女性に化けて人問と結婚し，最後は端午節供の正な
る気に負けて正体を現し，さらに仏教の高僧によって降伏され，雷峯塔に鎮められてしまったと
いう前にすでに紹介した白蛇の物語は，有名な文学作品として古くから愛され，端午節供にまつ
わる民間伝承としても親しまれている。
　今日の「白蛇伝」の原型は偏夢龍（明，一五七四～一六四五）『警世通言』巻二八の「白娘子
永鎮雷峯塔」だとされる。しかし，「白娘子永鎮雷峯塔」には白蛇が南極仙翁の仙草を盗む部分
及び法海和尚と戦う部分がなく，白娘子：白蛇もまだ「妖精」の凶暴な性格を完全に脱していな
い。法海が白蛇と青蛇を雷峯塔の下に鎮め，「西湖水乾，江潮不起，雷峯塔倒，白蛇出世」とい
う言葉を残して去っていくところで話が終わっている。
　儒夢龍の「白娘子永鎮雷峯塔」が後に呉墨浪子によって改編され，『西湖佳話』巻一五の「雷
峯怪蹟」となった。ここに登場した白娘子は漏書の白娘子より人間らしく優しいと超景深が指摘
している4ユ。時代が少し下がり，清の初め頃になると，「白娘子永鎮雷峯塔」に多大な変化が起
きた。まずは黄圓珠がそれを潤色し，白娘子が仙草を盗み許宣を救い，法海との法力比べで敗れ，
雷峯塔の下に鎮められた。一方の許宣は出家，悟道，西方の極楽浄土に回帰していった，という
結末をつけて，全文を芝居の脚本に書き直し，彼の『看山閣全集』の申に収録した。それは看山
閣本雷峯塔偉奇と通称される。黄圖珠の看山閣本雷峯塔偉奇を，同時代の陳嘉言親子がさらに改
編した。金山寺で法海と戦って失敗した白娘子が命を逃れ，断橋という所で許宣と再会，仲直り，
一人の子供を産んだ。子供が生まれて満一ケ月の日に，法海が突然姿を現し，’神聖な力を持つ鉢
孟で白娘子を降伏し雷峯塔の下に鎮めた。しかしその子供が後に科挙に応じ状元となり，雷峯塔
へ行って母親を祭る瞬間，白娘子の身に加えられた禁固が解けられ，やっと塔から出ることがで
きた，という複雑だが，よく人気を呼ぶ内容が付け添えられた。
　陳嘉言親子に続き，方成培，馬如飛，陸次雲，陳遇乾らもそれぞれ白蛇の物語に手を加え，白
娘子と許宣の間にできた子供（許夢鮫）が後に朝廷の要員になり，母親の法力を借りて色々な功
績を立てたなど，長々と続編を作り出した。
　極めて簡単な話から出発し，内容が次第に複雑怪奇となり，結局膨大な長編小説へと発展した
この白蛇の物語は今でも人々に愛読されている。それを素材にした芝居，演劇も端午の頃によく
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上演される。
　白蛇の物語はなぜ魅力があるかについて，多くの考えがある。その焦点はもちろん白蛇＝白娘
子に置かれている。法海和尚は旧社会の封建勢力を，白娘子は反封建勢力を，小青（青蛇）はそ
の一層革固なものを代表し，許宣は両者の問に動揺するものである，と主張する人もいるが，伝
統的な礼教の束縛から脱出して，幸福を勝ち取るために敢えて宿命と戦う勇敢且つ可憐な女性と
して白娘子を評価するのが一般的である。近代文学者魯迅は「論雷峯塔的倒樟」の中に，雷峯塔
が倒壊した時（一九二四），人々はそれを惜しく思うよりも，白娘子のために喜びを感じていた，
と書いている。これも白蛇の物語がいかに民間に浸透しているかを証明するものと看取できよう。
しかし，ここで筆者が特に強調したいのは，白娘子の愛に献身する情操や彼女がどれほど民衆に
好かれているかの問題ではない。蛇から変身した白娘子は端午節供に白分より法力の弱い小青＝
青蛇または青魚に，人の見えない所へ行って災難を逃れて来なさいと休暇を与えた。しかし白娘
子自身は夫がいるため逃げる所がない。祖先を祀る儀式を終え龍船競漕でも見に行っていらっ
しゃいと妻に言われた許宣は，具合が悪いと口実をつけて部屋に籠もっていた白娘子のことが気
になり戻ってみたら，そこには恐ろしい大きな白蛇が一匹いた。邪気を祓って体によいと夫に雄
黄酒を飲ませられた白娘子の弱まった力が午時の天地の正なる気に勝てず，苦しみの果てに正体
を現してしまったところだったのである。ここがこの物語の中心だと考えられる。
　白蛇伝は最初はただ簡単な蛇と人問の恋物語で，端午の日に蛇が雄黄酒を飲んで正体を現し，
人間に見られ，結局鎮められた，というような話に過ぎなかった。それが何回も潤色，改編され，
名芝居になり，人々に伝承される文学作品にもなった。この端午節供の行事を主要素材にした物
語が芝居として，文学作品として民問に広く伝えられ，また振り返って端午の節物・行事のよう
なものになり，毎年の端午節供にかならず想起され，上演される。この現象を，端午節供の民間
文学における展開と称してもよいかと思う。
〔参考文献及び註〕
　本稿では台湾に住む漢族系中国人全体を対象とする。特に外省人や本省人の区分はしない。
　鈴木清一郎，ユ934『台湾旧慣・冠婚葬祭と年中行事』p．39ユ，台湾，台湾日日新報社。
　黄石，ユ963『端午磯俗史』（中文）p．88，国立北京大学中国民俗学会。
　玉花堂主人校定『新本白蛇精記・雷峯塔』（中文）参照（『白蛇偉』19825台北，文化圖書公司，所収）。
　『北平風俗類徴』全書にぺ一ジ数が打っていない。ここは上冊「歳時」部分・五月と端午節供に関係の
ある十ニページの資料から一部を引用したものである。以下同。李家瑞（編）ユ937『北平風俗類徴』（中文），
國立中央研究院歴史語言研究所専刊之十四，商務印書館。
　守屋美都雄訳注，『荊楚歳時記』p．141参照（1978，平凡社・東洋文庫）。
　同上，p．ユ44参照。
　同上，p．149参照。
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9．同上，p．ユ58参照。
10．同上，p．162参照。
11．同上，p．166参照。
12．同上，p．167参照。
エ3．同上，p．168参照。
14．同上，p．169参照。
15．同上，p，171参照。
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　兵を蹄けると為す」の条の間に，綜とその由来についてかなり長い説明があるが，それを省略する。
ユ7．杜公瞭の「浴蘭節……」の条の注に，浴蘭節は端午ともいう，と述べている。「『大戴礼』を按ずるに日
　く。五月五日，蘭を蓄え沐浴を為すと。『楚鮮』に日く。蘭湯に浴し芳華に沐浴すと。今，之を浴蘭節と
　謂う。又た之を端午と謂う。」前掲『荊楚歳時記』p．144．
18．杜公晴の注によると，当時の人はまた「丈を以て虎の形を為り，或いは繰を煎りて小虎を為り，文の葉
　を粘り以て之を戴」いたらしい。前掲『剤楚歳時記』p．145。
ユ9．同じく杜公瞭の注（前掲『荊楚歳時記』p．159）参照。
20．前掲『剤楚歳時記』p．166によると，これはもと呉均（梁）の『続齊譜記』にあった話であり，それを『剤
　楚歳時記』が引用したと推測できるということである。
2！、前掲『端午膿俗史』p．54。参照。
22．時期が違うが，日本の天皇が行う新嘗祭と類似したところがある。両者の間に何か係わりがあることも
　考えられる。
23．前掲『荊楚歳時記』p．150参照。
24．同上，pp．149一ユ50参照。
乞5．同上，pp．157－158参照。
26．同上，p．158参照。
27、前にも触れたように，これは今日の台湾で最も広く伝えられている説である。
28．清水純，1983「東アジア・東南アジアにおける競舟儀礼について」，『季刊人類学』十四巻四号p，215参照。
29．同上，p．22！参照。
30．同上，p．218参照。
31．聞一多，「端午考」参照（『聞一多全集』第一冊＜中文〉，開明書店，1948所収）。
32．凌純聲，「南洋土著典中國古代百越民族」参照（『中國邊彊民族輿環太平洋文化』〈上〉p．404．1954，所収）。
33．前掲「東アジア・東南アジアにおける競舟儀礼について」pp．199－204参考。
34．この殊砂の避邪撰悪の効果の延長だと考えられる’が，中国では「赤」を好む風習がある。「悪いもの」
　を祓い除けることはもちろん，「よいもの」を招くプラスの効力も賦与された。従って新年や吉事の場に
　はかならず赤が登場する。前述した台湾の赤い紙で文，菖蒲、椿樹の枝を束ねる風習もこれと関係がある
　と見られる。
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35．前掲『端午薩俗史』p．193参照。
36．前掲『剤楚歳時記』pp．145－146参照。
37．『呂氏春秋』巻二十六・任地篇（前掲『剤楚歳時記』p．146参照）。
38．同上，p．146参照。
39．同上，p．146参照。
40．院昌鋭「花草樹木的民俗」（中文）参照（『海外學人』雑誌ユ52号p．44，ユ985年3月所収）。
41．趨景深「白蛇偉考讃」（中文）参照（前掲『白蛇偉』pp．370－371所収）。
皿　日本の端午節供
　1I歴史的系譜
　A．宮廷と公家社会
　五節供の中でも淵源の古い端午節供が中国から日本に伝来したのは奈良時代以前のことであ
る。『日本書記』巻二十二と『類聚国史』巻七十三には，推古朝十九年（西暦六一一）五月五日，
うす’　　　　　　　うだの　くすりがり髪華を挿した諾臣が菟田野に薬猟したと伝えており，それが日本の端午の宮廷行事の噴矢とさ
れている1。それまでの日本古代の宮廷年中行事は，稲作儀礼に深く関わる民問風俗と地方芸能
を取り入れた宴が中心であった2。宴として始まった年中行事が大化改新と律令の制定によっ七
儀式としての形を整え，次第に国家行事としての節会へと変わってゆく。
　推古朝の薬猟を濫膓とする端午の宮廷行事は，天智天皇十年（六七一）には賜宴・歌舞（田鐸）
として見え，文武天皇大宝元年（七○一）には五位以上に走馬を出さしめて臨観するという記録
がある。（端午の日に馬の行事を催すのは，五月の初の午の日を意味する端午の「午」が干支の
上でちょうど「馬」に通ずるからである。）聖武天皇時代には馬技がさらに猟騎・騎射と形を整え，
なお，一度廃された菖蒲髪3も，天平十九年（七四七）五月五日の騎射走馬御覧の折の太上天皇（元
正）の詔　　「昔は五月の節には常に菖蒲を用ゐて髪とす。このころすでに此事を停む。今より
後，菖蒲の愛に非ざる者をば宮中に入ること勿れ。」によって復活された。孝謙女帝の天平宝字
二年（七五八）には，父聖武帝の忌月をもって端午節を永く停廃したが光仁帝の時復活し，たま
たま来朝した渤海使と歌舞奏樂の競演を行ったりしている。桓武朝初期には遷都，東国出兵など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うまぱとの支障が多かったが，平安京遷都の成った延暦十四年（七九五）以後は馬博殿（馬埼殿）での騎射
御覧が匝例化し，平城天皇大同二年、（八○七）には北野にも新馬埠を開設している。嘩峨朝申期
以後，馬埠殿は武徳殿の名で表わされる。次の淳和天皇は天長元年（八二四）の詔をもって母后
藤原旅子の忌により五月節の停廃を宣したが，この間も馬射は四月二十七日繰り上げて続けられ
ている。仁明天皇天長十年（八三三）には再び旧に復し，「五日馬射，六日種々馬芸」の基本形
態ができ上がったらしい。仁明末年嘉祥二年（八四九）の節会には渤海客徒を迎えて次のような
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は詔が下っている。即ち「五月五日薬玉を侃きて酒を飲む人は，命長く福ありとなむ聞こし召す。
　　　　　　　　　　み　きかれここに薬玉を賜ひ御酒賜は，くと宣る」と。御酒はおそらく菖蒲酒であろうか。上の詔に見え
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る薬玉に当るものを，陽成天皇元慶七年の三代実録は続命綾の名で伝えている。なお，寛平二年
（八九○）二月廿日の宇多天皇の御記に「五月五日五色綜……俗間行来，’以為歳事。自今以後，
毎色弁調宜供奉之。」とあって，その年をもって綜が宮廷の端午行事に用いられるようになった
ことを提示する。およそ上のような形を整えた平安前期の端午節会は，村上天皇の忌月たるを以っ
て冷泉朝以後停廃された。それからの端午行事は，関係諸司が奉献する菖蒲輿，菖蒲案，薬玉や
綜等を清涼殿に飾りつける天皇個人のための舞台ごしらえと，天皇の臨幸を待たない左右衛府の
てつがい
手結行事とに分離して行なうようになった。
　以上のような興廃の歴史をもつ端午節会の儀式の概要について，清少納言は伝聞と想像によっ
て『枕草子』「なまめかしきもの」の条下に次のように描いている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　れ　　　くたい　「五月の節の菖蒲の蔵人。菖蒲のかづら，赤紐の色にはあらぬを，領布・楯帯などして，薬玉，
　み　こ　親王・上達部の並みたまへるにたてまつれる，いみじうなまめかし。取りて腰にひきつけつつ，
　舞踏し，拝し給ふもいとめでたし。」
この端午節会の実際の情況を，盛時の故実書『西宮記』についてみると，およそ次のようである。
　五日に先だって三日に六衛府で南庭に菖蒲輿4を立てる。四日夜には主殿寮が内裏の諸殿舎に
　　　　　　　　　　　　　ふんつかさ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひのおまし菖蒲を葺き渡す。五日早朝，書司が菖蒲二瓶を生け，糸所から奉る薬玉を昼御座のある母屋の
南北の柱に結いつける。また内膳司から御園の早瓜が献ぜられ，それを葛野の常住寺に遣わす。
天皇はこの日，菖蒲髪を付けて武徳殿に出御，皇太子ならびに王卿が蓋を賜わると，宮内省が典
薬を率いて菖蒲机を昇き入れ，近衛がこの日騎射をつとめる官人や馬について奏文をたてまつる。
　　ぞくめいる次に続命綾を賜う。太子には内侍が，続いて王卿たちには女蔵人がこれを授ける。続命綾は右肩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くずのそうに懸けて左腋へ垂らして緒を分けて腰で結う。太子以下膳を賜わり，二献の後，国栖奏があって，
後半の馬技行事に移行する。
　これを見ると，端午節会の前半の趣旨が，皇太子あるいは皇太帝及び諸臣に息災長命を祈念し
て天皇が宴を賜うという点にあることと，その過程のうち，菖蒲の演出と薬玉の授受・体侃が儀
式の中核を成していることが言える。つまり，菖蒲などを使い，邪気・疫病から身を守ることを
最大目的とする中国の端午節供の思想・風習が日本の宮廷に伝来し，避邪と長命の祈念を第一義
とした端午節会の儀式を作り上げたのである。
　宮廷の端午節会の後半は先述したように，馬技行事が中心である。馬技行事はまず，数日前の
駒牽に始まる。五日に出場する馬の天覧検分である。五月五日当日はまず左右双方から大夫（四
五位の衛府の次將）が出て騎者の官姓名や馬の出国毛色を奏する。次に兵部卿が下僚と共に，こ
の日馬を奉った王臣の姓名と馬の毛色5を奏し，続命綾を賜う。左近衛から始めて次々に諸衛府
が射終ると，負馬の大夫達に酒が振る舞われ，やがて車駕が内裏に還る6。この時雅楽が奏される。
　六日にも武徳殿に出御があり，太子以下に膳が供され，昨日の負馬の王卿は銭を献ずる。三献
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りようおう　　なの後天皇が東席（武徳殿は馬場に東面している）に移り，競馬が行なわれる。この間陵王・納
そ　り
蘇利などを奏楽する。勝負が終ると左右大将が四府奏を奏し，射手による雑技，雑芸が披露され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そる。最後に四十人で打毬を行ない，打毬楽を奏する。日暮れて還御。車駕が宜秋門に到るまで蘇
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芳非や高麗礼竜が奏され，これで端午の宮廷行事は終る。
　上のような五日騎射・六日競馬・雑芸という形式に対して，五日左近衛府手結，六日右近衛府
手結の形が見えるようになるのは朱雀天皇天慶年間とされる。そして十世紀末には三日左衛府荒
手結，四日右衛府荒手結，五日左近衛府真手結，六日右近衛府真手結の記述が節会行事に替って
記録に散見するようになる。
　なお，上記の馬術競技の前後を飾る歌舞音楽について，後藤祥子の詳しい考察7がある。その
大体の内容は次のようになる。端午節供に伴う舞楽として古い記録は，天智天皇時代の「田麟」
があり，また聖武天皇天平七年（七三五）には「入唐使及唐人」が「唐国新羅楽を奏した」とい
う。平安に入って淳和天皇天長九年（八三二）には雅楽寮が音楽を奏したとある。この日の演奏
曲目（竜王・落跨（＝納蘇利）・打毬楽蘇芳非・高麗礼竜）が定まってきたのもこの頃であろう。
『源氏物語』螢巻にも「打毬楽・落跨など遊びて」とある。打毬楽は打毬の競技に添えても奏さ
れるが舞の楽としても行なわれる。唐楽，大食調で，競馬・騎射・相撲などに際して演奏される
のであるが，四人の舞人が毬を打木で掻きながら舞う。五月の節会では武徳殿前庭で四十人また
は八十人の競馬の装束をした舞人がこの楽に合わせ，毬を掻きながら舞った。落跨は高麗楽，高
麗壱越調の曲で，これも競馬，賭弓，手結，相撲などの時演奏される。別名「納蘇利」といい，
多くは陵王の答舞であるが，前引「螢」巻の六条院東北町の競射には，打毬楽（左楽）に対して
落跨をその右楽として奏している。蘇芳非と高麗礼竜は競馬の行幸に対して奏された楽で，輿の
先に，左に獅子頭を右に駒形を作り二列で行進しつつ，左に蘇芳非，右に高麗礼竜を吹きつつ舞
をつける。しかし，これらはいずれも武徳殿の荒廃や端午節会の廃絶で，平安末には実体も明ら
かでなくなっていたという。
　宮廷の節会行事のほかに，公家杜会の年中行事儀式を中心とする有職故実学の発展も注目を引
くものである。天皇親政時代から藤原氏摂関政治への発展途上において，小野宮流，九条流とい
うような複雑な儀式作法が作られ，さらに道長の摂関政治絶頂期に御堂流という一つの有職故実
学が建立される。それと同時に，また一方では，道長の庇護のもとに多くの女流作家が生まれ，
彼女らの描く年中行事は美しく楽しくみやびに描写され，公卿たちの儀式を重んじる叙述法とは
うらはらに当時の慣習と風習が率直に表われており，公家社会の行事の本質とはややはずれた面
を強調するきらいもある。しかし，むしろそれら女流作家の叙述の中にこそ，当時の風俗として
の年中行事のあり方が明確に見え活写されているのである。
　ところで，時代が平安朝の後期に入ると，文学作品の中に年中行事を取り扱ったものはさほど
見られなくなる。年中行事を詳しく研究する材料としては歴史物語に頼らなければならない。こ
こで『栄花物語』の端午行事に関する叙述を簡単に見てみることにする。永承六年（一○五一）
五月五日の内裏根合がある。根合とは菖蒲の根の長短を競う儀であって，歌合と同様に左右に分
れて競い合う。この日は左右二十人ずつ別れて洲浜の垣根（美しい洲浜の台のこと）をたずね，
一丈三尺の根のある菖蒲もとり出された。中宮（章子）皇后宮（寛子）も出て来られ，五番まで
の左右の歌が，菖蒲，．郭公，早苗，祝，恋の題のもとに詠まれ，心楽しく過ぎていった。風かお
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るうららかな五月の日に季節にふさわしい菖蒲の根をあわせる物合は，和歌をそえ，初夏の心地
よい風に吹かれつつ行なわれていったことがわかる。左の根が一丈一尺，右一丈二尺で，根の長
さは右の勝ちとなるが，歌合では左が勝ちとなる8。こういう風雅な趣が当時の宮廷と公家貴族
の完備してく．る年中行事の様相を反映レていることは疑いないと言えよう。
　以上は奈良・平安時代の宮廷と貴族社会の端午節会，行事やその興廃消長などを概略的に述べ
てきた。全体的に見ると，当時の端午の行事や節会の最大特色は中国の習俗の導入にあると言え
る。薬猟には『井u楚歳時記』の「賜百草の戯」や「闘百草の戯」，「競いて雑薬を採る」習俗の影
響が見られるし，菖蒲髪や菖蒲案，薬玉，続命綾，菖蒲酒，根合などにも中国伝来の避邪息災長
命を祈念する思想が働いている。宇多天皇の時代に民間から採用した五色綜は屈原祭祀につなが
るものとして六世紀の『続齊諾記』や『剤楚歳時記』に登場している。また，騎射・競馬の馬術
行事と打毬も，中国唐・宋時代の「走馬射柳」9と「撃毬」10行事と類似している。「走馬射柳」
は唐代に吐蕃，回紀爾族から中国に伝わった武術行事で，端午の日に行なわれていたという記録
は魔元英の『文昌雑録』に残っている11。「撃毬」は秦・漢時代にできた遊戯で，最初は「蹴脇」
と称し，唐・宋雨代において盛んになり，寒食清明の歳時行事にもなったユ2。この中国の民問か
ら朝廷まで流行していた遊戯は端午の行事ではないが，他の習俗や行事と共に当時積極的に中国
文化を吸収する日本に伝来したことは十分考えられる。
　前にも指摘したように，中国文化が日本に導入される以前，日本古代の宮廷年中行事は稲作儀
礼に大きく関わる民間風俗や地方芸能を取り入れた宴が中心であった。しかし，唐風思想や習俗
の大量輸入及び大化改新と律令の制定によって，中国的色彩を強く帯びる端午節会や行事が表わ
れてきた。奈良時代から始まった端午節会は平安時代に入ってさらに大規模に例年行なわれてい
たが，村上天皇の忌月に重なり，冷泉朝以後停廃されてしまった。ただし，その後も綜，薬玉の
献上や贈答，または根合の風は後宮・貴族の問でもてはやされ，菖蒲輿・菖蒲案・薬玉などを清
涼殿に飾りつける行事もなお存続していた。
　B．中世の武家社会
　平安時代が終り，日本は鎌倉時代に入る。しかし，鎌倉幕府は京都の公家政権から徐々に権限
を奪取し，また委譲される形で成立したのであり，その権力を維持するために必要な文筆能力は
全面的に公家社会に依存していた。公家政権と複雑な折衝を続け，御家人達を統率していくため
には，法制や訴訟についての豊かな知識と経験が必要であったが，源頼朝は京下りの公家を登用
し，その文筆能力を巧みに用いることによって幕府を築いた。京下りの公家は幕府の中で有力な
御家人に伍して活動したが，頼朝の権威を高めるためにその身辺を公家化し，儀礼化を進める役
割を果たした。鶴岡八幡宮参詣をはじめとする頼朝の幕府からの出御は礼儀的な修飾を伴うよう
になり，右大将に任命されて初めて迎えた建久二年（一一九一）の正月以降，幕府の行事は公家
的で荘重なものとなった。
　もともと農村に住み，農事に暇のない武士にとって，年中行事といえば農耕儀礼に関わるもの
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であり，季節ごとの勧農に結びつく様々な行事であった。そういう点から考えてみると，東国武
士の政権として成立した鎌倉幕府の年中行事の中に，東国の民俗に根ざす様々な行事が取り入れ
られるのは自然であろう。しかし，鎌倉幕府の年中行事はすべての武士を包み込むような広義の
武家社会の上に成り立つものではなく，政治の中心として新しく建設された鎌倉に集まる武士に
よって形成された狭義の武家社会の行事であった。上層武士と京下りの公家を中心とする狭義の
武家社会は，公家の年中行事を取り入れることによって，一般の武士に対する権威を保ち，年中
行事を手がかりにして公家の生活文化を接’取していったのである。
　一方，幕府が京都の公家政権に対抗していくためには，鎌倉に公家文化を移植しながら新しく
作っていく幕府の諸行事に武家らしい特色を持たせることも必要だと考えられた。そうした中で，
武士の特技の第一として取り上げられたのが弓馬の技であった。武士の発生以来，公家から見た
武士の特性は武勇と武芸にあると考えられ，武士の姿は武勇と武芸が十二分に発揮される合戦の
場を通して描き出されてきたのである。しかも，馬場の儀を強調して武家の年中行事を整えてい
くことは，大枠では公家文化の外に出ることではなかった。弓箭，馬芸，武勇などという公家文
化の構成要素の一つとしてすでに登録済みの項目を特に強調して武家社会の年中行事を編成して
いくことは，京下りの公家たちの武士観に何ら反する所はなく，狭義の武家社会にも受け入れら
れやすい方向なのであった。それに対して，東国の生活に根ざしたものを取り上げ，公家の年中
行事に対抗しうるような形に洗練を加え，年中行事の形に編成していくのは，容易なことではな
く，長い年月を要する問題であった。換言すれば，狭義の武家社会が年中行事というものを整え
ようとする時，すでに公家社会で発達の極に達していた年中行事の存在は重く，それから白由で
あり・えなかった武家社会は，一度公家の年中行事を受容することによって，武家社会に年申行事
というものを根づかせ，その後徐々に広義の武家社会の諸行事を取り入れることになるわけで，
鎌倉時代にはまだ武家の年中行事と言えるものは成立していなかったのである。
　鎌倉時代が終り，南北朝の動乱を経て室町時代に入り，幕府が京都に移ると，武家社会の中核
である幕府の年中行事は次第に性格を変えることになった。南北朝内乱期の公家杜会では，後醍
醐天皇の『建武年中行事』や北畠親房の『抄原抄』などに見られるように，制度や年中行事に関
する知識をまとめることによって伝統的な文化を再確認し，維持していこうとする試みが盛んに
なったが，内乱を通じて公家の権威の没落は覆うべくもないものとなった。従って，室町幕府に
おいては，鎌倉幕府に見られるように，武家社会の上層だけが公家の年中行事を吸収して公武関
係を調整し，他方一般武士に対する権威を保つというような年中行事のあり方は，徐々に後退し
ていくことになった。安定した力を持つようになった室町幕府では，年中行事は公家文化の集約
としてではなく，本来の機能を持つようになり，幕政を運営していくための儀礼として整えられ
ていくのである。内乱を通じて政治的な力を失った公家の中からは，年申行事や儀式に関する専
門的な知識の保持者として幕府の儀式行事の整備に参加する人々が現われ，武家の中からも儀式
行事の専門家が生まれるようになる。足利義満の時代に次々に始められた幕府の行事は，室町時
代の前半にすでに年中行事として固定化するようになった。しかし，こうしてようやく完備に近
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づいた中世武家の年中行事は，応仁の乱後幕府の権威の失墜と共に形骸化し，衰微の道を辿り始
めた13。
　鎌倉，室町両時代の武家年中行事は上述のように，公家の年中行事の受容より始まり，南北朝
の動乱をきっかけとして公家の勢力から脱出し，次第に独立した形を作り上げ，応仁の乱後に衰
運を迎えるようになった，といういきさつをはらんでいる。しかし，両時代における端午節供の
行事は，特筆するほどの大変化がなかった。中国伝来の菖蒲を利用する風習が平安時代より一層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かぷと広がり，菖蒲葺き，菖蒲枕や薬玉などに加え菖蒲湯も姿を現わし，また菖蒲の甲も檜皮師が細
工して進上したユ4。また，諸家からは綜の進上があった，という位である。端午節供の大きな変
貌が見られるのは，後述する江戸幕府の時代のことである。一
　C．江戸時代以後
　室町幕府の権威が没落したのに従って，日本は群雄割拠の戦国時代に入り，慶長五年（一六○
○）徳川家康が関ヶ原の戦に勝利して天下の実権を握り，江戸時代の幕を開くまで，長い戦乱が
続いた。天下を得てから，江戸幕府は室町幕府の先例を武家の故実として尊重し，それを踏襲し
ながら新しい年中行事の制度などを整備していった。
　もともと三河の山村，松平郷の小名主から出身して，次第に勢力を得た松平氏が家康に至って
征夷大将軍の重職についたのは，一つに清和源氏の流れをくむ新田一族の庶流徳川氏の後蕎と称
する由緒が認められたからであった。家康が源頼朝に傾倒して『吾妻鏡』を愛読し，また足利家
の遺臣を求めて室町幕府の典礼を徴したことも文献に明かである。細川幽斎に『室町家式』三巻
を撰進させ，本郷信富が前代柳営の奏者の役たるによって召し出した。また曽我尚祐を祐筆に挙
げて書札礼を整え，蝦川親長を家人に加えたのも，前者が室町幕府の史官の家であり，後者が政
所執事伊勢氏の被官として旧章に明るいためであった。殿中の礼式を掌った高家の諸氏が皆前代
名家の子孫であったことも同様の配慮によった。即ち三河以来松平家の旧慣に将軍家の故実を加
えて，江戸幕府の式日とその儀式とを整備したのである15。そういう過程を辿って生じた江戸幕
府の端午の行事は次のようなものである。一日は日光門主使僧，二日は御三家以下の諸家の使者
が時服献上，五日には将軍は染帷子長袴で五日の祝儀がある。幕府お内儀でも端午の御祝儀があ
り，柏餅を献り，御三家・三卿等より綜を献上する16。
　幕府の年中行事の整備に対し，一方の宮中の御儀も中古のものを基底として趣を変え，新しい
行事を多く加えられた。当時の宮廷年中行事の主なものを見ると，正月四日の御折始，五日の千
秋万歳，「十七日の鶴の庖丁，舞御覧，十八日の左義長，三月三日の闘鶏，能御覧，端午の菖蒲御
殿，菖蒲御枕，薬玉，六月十六日の嘉定，三十日の茅輪，七夕の花使，七月十五日の御燈籠，荷
葉御膳，八月の八朔，九月の重陽の菊居，十月の玄猪，十一月の新嘗祭，豊明，十二月の内侍所
御神楽，御煤払などが挙げられる。日本国風的要素の増加がそこにはっきり見られるが，端午節
供の行事は依然として中国伝来の性格が強い。
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　江戸時代の端午節供の行事に画期的な変貌を引き起こしたのは三幕府の儒教提唱の風潮と言え
るかもしれない。天地君臣。上下定分の理を説く儒教は徳川幕府の権力支配の合理化を支えるイ
デオロギーとして採取されたが，それは同時に，戦闘者であった武士から平和時期の為政者たる
武士へという武士の変質過程に，道徳儀礼の指針としての役割を果たした。その儒教の影響で，
勇しく，しかし冷徹的な道徳礼儀に明るい堂々たる武士像が打ち出された。なお，この時代の武
家社会はすでに中世初期の狭義のものと異なり，広大な層面を持つ広義のものになっている。こ
ういう状態の下で，農耕儀礼に根ざした様々な民間習俗といわゆる上層階級の行事との結合が盛
んになることは十分考えられよう。
　奈良，平安代から，中国の行事儀礼が続々と日本に伝わり，日本の端午節供に大きな影響を及
ぼし，菖蒲蔓，菖蒲輿，菖蒲案，菖蒲湯，菖蒲枕，薬玉，綜などもその中の一部であることは，
すでに前述した。中国伝来のものが宮廷から民問に沈下し，日本の風土にふさわしい形へ変わり，
江戸時代の上下習俗大結合の機会に乗ってきた上層階級に再浸透したことは，この時期の端午節
供の行事に見えた大変革の実情である。一例を挙げると，中国の蹄邪思想に由来した菖蒲を端午
の日に使う風俗は宮中から民問に流れ，後に「民間の端午行事」でまた考察する成年戒授受のし
るしや儀式などと習合して，菖蒲打ち，菖蒲冑などを派生した。それが江戸時代の武士を尊う風
潮に合って菖蒲＝尚武の語呂合わせに掛けられ，男の子の成長と勇敢を祈り，詠う意味まで含ま
せられ，最後には端午の日に男児のために飾る甲冑武器や武者人形へと発展した。『羅山文集』
には「端午登府，被或達官誘導，入厨門庭，縦観侯伯士大夫所献木冑木長刀，皆象刻彩飾，以尽
華廃，冑二百十七八刎，長刀六十柄許，又揚白旗十五竿於石蝶上」とありユ7，その風景を伝えて
いる。なお，尚武に掛けて弓・鉄砲を稽古する家もあった。また，家によって造り物の武器類を
飾り．，家中が祝ったり，臨時の馬場にて盛大に競馬を催す例もあった18。
　冑と武者人形のほかに，江戸時代にできた端午節供に男の子のために飾るものがもう一つある。
鯉幟りである。幟りを立てる風習は後述する農耕儀礼と関係があるが，その民問の幟りが中国の
鯉の滝登り＝出世の伝承と結合し，三月三日の女の子の節供に対しての五月五日の男子の節供に，
男子の出世を祝うために立てるものとなった。なお，綜は中国伝来のもので，民問に古く（平安
時代）から浸透していたが，天明頃から男子の成長を喜ぶ意味を付加された。男児の初端午節供
には綜，二年目からは柏や檜の葉で包んだ柏餅で祝う習俗は今日まで残っている。
　儒教の提唱を持って統治地位の確保と武士の変質を狙った徳川幕府の策略が成功した。二，三
百年の太平治世を維持することはそのために可能になったのである。長い平和の中で，変質した
武士は上流階層と庶民との問に立ち，年中行事の変革，発展に大いに貢献した。申国風習の比重
が大きかった端午節供に「尚武」の男性気質が付与され，新しい風貌を作り出したのもこの時期
である。
　江戸時代以後の端午節供は，やはり男が主役になる。薬玉，菖蒲御殿などは滅んだが，床の問
に飾ることのできる武者人形，冑ユ9と庭に立てる鯉幟りは残された。第二次世界大戦後，日本は
端午節供の日取りを借りて新暦の五月五日を「子供の日」と定めた。この「国民の祝日」である
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「こどもの人格を重んじ，こどもの幸福をはかるとともに，母に感謝する」「子供の日」には男児，
女児の差が存在しないはずでありながら，五月五日が男の子の節供，三月三日が女の子の節供と
いう観念は事実上各地に普及している。さほど長い歴史を持っていない端午節供＝男の子の節供
という考え方が，中国伝来の端午習俗と日本の民間の固有習俗（後に詳しく検討する）と両方を
飛び越え，強い勢力を見せていることは，今日の日本の端午節供の実態である。
　2．民間の端午行事
　端午節供は中国から日本古代の宮廷に伝わり，日本の宴を中心とする年中行事と結合して端午
節会となった。その中で，菖蒲が代表する避邪祈福の思想と騎射が代表する競技行事及び行事前
後を飾る舞楽が，大きな役割を演じていた。時代が下がって，節会が停廃されると，舞楽は節会
の廃絶と共に実体不明になり，馬術競技は後に神社の行事に移転した20。しかし，菖蒲はそれ以
後も依然として端午節供の行事に重要な地位を占めている。特に江戸時代からは発音に因んで尚
武の意味を付加され，男の子の節供たる端午節供を演出している。ただし，これらいわゆる上層
階級の端午の行事に対し，農耕を主な生業とする庶民の間では，いかなる端午節供を過ごしてき
たのであろうか。
　武家社会のなごりとして男の子の出世の縁起を担ぐ今日の端午節供の裏に，五月五日を「女の
天下」とする習俗慣習が伝承の申に数多く残っている。たとえば，近松門左衛門の浄瑠璃『女殺
油地獄』下巻冒頭には「葺き馴れし，年も庇の蓬菖蒲は家ごとに，幟の音のざわめくは男子持の
印かや……嫁入先は夫の家里の住家も親の家，鏡の家の家ならで，家といふ物がなけれども，誰
が世に許し定めけん，五月五日の一夜さを女の家といふぞかし，身の祝月祝日に……云云」とあ
り，『転寝草』にも「菖蒲ふく一夜は女の宿なるものを（丈草）」と詠んでいる21。また，群馬県，
長野県，岐阜県，愛知県，高知県，大分県や大阪などに同じような習俗があった22ことは『日本
民俗地図』からも明らかである。
　この「女の天下」や「女の家」，「女の宿」という風俗の具体的な内容は次の通りである。五月
四日の夕方，菖蒲，蓬を屋根や庇に葺いたり挿したり，その下に女が籠る。また，この夜だけは
女が威張れるとか，この夜一夜は女の家として，男は客となり，蕗，そら豆の五目飯のご馳走を
出す。なお，伊豆大島の岡田村では，その晩に，主人が茅を束ねた棒で主婦の尻を叩きつつ「五
日のショウブひとしょうぶ」と唱える式があったといわれる23。菖蒲や蓬を葺いた屋根の下に女
が威張るというのは，実はこの日女が椅麗に祓い清めた家の中に入って忌籠りする習俗のなごり
であり，大島の話は，主人が主婦を香りの強い草の葉で祓ってやる行事なのである。
　なぜこの日に女が忌籠りしなければならないのか，それは田植えと深い関係がある。旧暦の五
月は田植えの月である。サッキのサは早乙女，早苗のサと通ずるし，田の神おろしを意味するサ
オリ，ソーリのサと一も通ずる。また，サナガリ（サノボリ）という田植え後9）祭り行事のサの意
義も同様である。しかも田植えというものが単なる農事たる以上に極めて聖なるハレの営みとさ
れてきたことはよく知られている。従って五月は非常に清慎厳粛に過ごすべき時であり，その意
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でイワイヅキ，ツッシミヅキと呼ぶところも西日本には数多くある。このような神聖なる月に神
聖なる営みの主役を演じた早乙女たち女性が，厳粛な物忌みを予め要求されたことはむしろ当然
である。1日暦の五月四日がそういう忌籠りの日となっていたところは，古い時代には多かったで
あろう。この忌籠りのために男たちの避けた屋根のもとで，菖蒲とか蓬を葺いた家の中で女が暮
す必要があった。ここに五月五日をもって「女の家」などと言い習わした理由があるのである24。
　菖蒲を端午節供に用いるのは，前にも指摘したように中国の伝承によるものである。しかし日
本民俗としても，原来四，五月の間は成年戒，成女戒を村の青年子女に授ける時期であり，時侯
　　　あやめものの菖蒲で作った髪　　あやめ髪を成男戒を受ける若者のために家々から奉る風習があった
25。芳しい草葉の力を借りて田植え前に忌籠りする早乙女たちのためにケガレを祓う習俗ももと
もと日本にあったと思われる。中国伝来の菖蒲や文（日本の蓬に当たる）などを使って毒氣を祓
う風習に示唆され，日本の方も菖蒲などを用いてとりわけ祓い熱心となり，なお，成年戒成女戒
の日取りも端午節供の影響で五月五日と集中してきたものと考えられよう。
　成女戒は田植えを控えて忌籠りする「女の家」の習俗と深く関わっているので，ここではまず
成女戒について調べてみることにする。日本では，卯月八日頃に「春山入り」，「山遊び」する固
有の行事があり，それが仏教と習合して「灌仏会」となった。その「春山入り」，「山遊び」の習
俗はこれから述べる成女戒と大変重要な関係を持っている。つまり，田植えに先立つ一カ月程前，
つつじの花が咲く頃，その年に早乙女になる者が一日山に籠もって，特別な秘密行事を行い，帰
りにはつつじの花を髪に挿して下りてきて，自分の家や田や神棚にその花を立てておく。早乙女
になる女の中には，初めて娘から成人になる者，つまり成女戒を受ける者と，すでに結婚生活を
過ごしている者と両方いる。後者は山籠りの特別行事をもって清い娘の資格に帰すことができる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よりしろ　　おぎしろと思われるのである26。摘んだ山の花の持ち帰りは，花を山の神（田の神）の依代，招代として
里に迎えるためであろう。山籠りと花摘みの二行事を通じて，女は田の神に仕える早乙女の資格
を取得し，いよいよ本格的な田植えを前に控えると，早乙女たちは巫女として家の中に籠る。そ
の家に菖蒲・蓬などを葺くことに，ケガレを祓い清める意味のほかに，物忌の家を示す意味も同
時に含まれているであろう。
　五月四日か五日に，女がかならず菖蒲湯に入らなければならないと伝える地方はかなり多い。
その理由として，蛇の子を設けた女は菖蒲湯に入ったためにそれを流したという「蛇弩入」の話
や，山婆を家にした男は菖蒲田の中に隠れたので命を助かったという「食わず女房」の話，また
は鬼，河童など畏怖の対象になるものが登場する話がよく挙げちれる。しかし，それは菖蒲の悪
いもの，恐ろしいものを祓い除ける清めの力を強調しているもので27，女が菖蒲湯に入ることは，
実際は神に仕えるための礫祓の行事のなごりであると折口信夫が「年中行事（民間行事伝承の研
究）」の中で指摘している。
　厳重な礫祓を行った早乙女たちは菖蒲を葺いた家の中に籠り，田の神が訪れるのを待つ。田植
えという田の神との交渉によって植えた苗，つまり穀物に稔りを約束する。その年に成女戒を受
けた娘もこの神との聖婚を通じて一人前の女として認められるのである。
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　女の成女戒に対して，男の或女戒も四，五月頃に行われた例が多い。前にも触れたように，昔
は成年戒を受けた若者のためにあやめ蔓を家々から奉る風習があり，若者たちはそれを成年戒授
受のしるしとして付けていた。この成年戒授受のしるしであるあやめ髪が中国伝来の端午節供に
菖蒲を使って邪気を祓う習俗と合流し，宮廷の端午節会でも大いに活躍した。端午の頃に菖蒲鉢
巻をする風俗が他方によって未だに見られる。それは即ち成年戒のあやめ蔓の遺風であり，また
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だき江戸時代に将軍が五月五日に更衣することになっていて，抱菖蒲の紋模様のある帷子を付けたの
も，同様の意味として考えられる28。
　このあやめ髪は，折口の説によると，江戸時代に姿を現れしはじめた武者人形と直接なつなが
りを持っているという。つまり，あやめ髪は後に時代と共に変化し，あやめ胃となった。あやめ
胃というのは，武家時代に用いられた馬印の形に似たものである。馬印とは，棒の先に各白の家
のしるしを立てたもので，後にだんだんと意匠が凝らされて変形したが，祭りの時　　戦争も祭
りの一つである　　招代として立てたものである。このあやめ冑がさらに転化して，人形になっ
た。このようにして，あやめ冑を成年戒授受者の家へ奉ることが，人形と置き換えられてきた。
これが五月人形と言われるものである。人形に変わったのは偶然かもしれないが，冑の前立てに
あたる所が，人形に変形していく道程となったのであろう。神を招き降す招代が，その植物の葉
から人形に変じた如く，招代として立てた馬印に似たあやめ冑が人形に化したのであった。この
点によって五月人形の発生が説明できると，折口は「民俗学上よりみた五月の節供」に述べてい
る。なお，この五月人形について，あまり痕跡は残っていないが，かならずみそぎ祓えをしたも
ので，その年の幸福を祈願するに用いた形代が，結び付いていたと考えられる。しかし，雛人形
とは違って，五月人形は形代から発達したものでなく，招代から発達した人形であると，同氏は
また記している。難解な所もあるが，示唆的である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つぷて　もう一つ成年戒に大きく関わる後世の習俗として，印地打：石打：飛礫：石合戦が挙げられる。
やはり折口の説になるが，石打は成年戒を受ける若い男を小石　　河原にも多いものである
の中に埋める儀式に由来したものである。五月の初めの頃に行われていた男の成年戒授受は中国
伝来の端午節供の関係で，日取りが五月五日に歩みよってしまうのであるが，それはまた端午の
競技行事（騎射など）の影響で石合戦を派生した。平安中期の公卿．日記にすでに飛礫関係の記録
が見られる。たとえば『中右記』嘉承二年（一一○七）五月二十三日条には，近日，京師申の下
人が辻ごとに飛礫のあげく互いに殺害に及んだので，早く制止せらるべき旨を参内し奏上したと
記し，『百錬抄』同日の条には，これを検非違使等が制止したとある29。こういう石合戦は危険
性が大きすぎるので，とうとう禁止されてしまい，代りに「印地切」が登場した。しかし，印地
切も正保・慶安（一六四四～一六五二）の頃に停止され，「菖蒲切」に移行した。「菖蒲切」とい
うのは菖蒲冑・菖蒲刀（木刀）をもって相戦う風習で，廃された後に子供の「菖蒲打」に変形し
た。「菖蒲打」は菖蒲の葉を三ツ組の太い縄として持ち出し，往来の小僧に「しやがめへ」といっ
て下座をさせ，もし下座を拒否すれば，菖蒲縄で打ち据えたり30，あるいは組を作り菖蒲縄で
打ち合ったりする習わしであり，それがまた変わづて近年の「菖蒲叩き・菖蒲打」に姿を変えた。
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この最後の「菖蒲叩き・菖蒲打」は菖蒲の束とか，ウツキ・桑等の枝を芯にして菖蒲・蓬・藁で
包み縄で巻き上げたもので，地面・田畑・道を叩きながら唱え言する31というもので，もう組を
分けて勝負する意味が含まれていない。
　もともと「印地打」，「印地切」，「菖蒲切」，「菖蒲打」など道具を持って打ち合い勝負を決める
合戦式活動には，年占の意味が付与されていて，勝った方に豊作が約束されるものなので少年だ
けでなく成人まで真剣にそれに取り組んだため，結局危険性を招いたわけなのである。若者を小
石で埋める「石こづみ」によって「死と再生」を象徴する成人戒の儀式から，石合戦，勝負合戦
など競争の性格を帯びた行事が生じ，それがまた田植えの時期に行われることで年占行事の一環
へ発展し，成女戒を受ける早乙女の葺籠りと共に，農耕儀礼と緊密に結び付いているのである。
　「宮廷と公家行事」のところですでに言及した薬猟の行事と江戸時代にできた鯉幟りもこの成
年戒とつながりがあるg薬猟は前に指摘したように，中国の「競いて雑薬を採」り，「賜百草之戯」
や「闘百草之戯」をする端午の習俗の影響を受けている。ただし，日本の薬猟は百草，雑薬の他
に，鹿（鹿葺）を取るのも重要な目的の一つだったらしい。折口の推論によれば，上代の日本人
は生理的に鹿の角が脱落するのを見て，若返るもの，更生するものと神秘的に感じていた。五月
初夏の頃，鹿茸を薬として食い，邪気を祓う風習は古くからあった。一面にまた，狩猟すること
が一種のト占　　恐らく成年戒に成就するかどうかを占う　　である。成年戒を受ける若者を物
忌みのため山籠りしている一時に，鹿を狩りとめた者が，より神聖な為事に与えると思われる32。
折口の説を参考にして考えてみれば，次のようなことが言える。つまり，成年戒を受ける若者に
対する試練としての狩猟行事が日本にあり（それが成年戒成就のト占になるかどうかは別問題に
して），それが中国の山などに入って薬草を摘む端午の行事とだんだん習合して，薬になる鹿（鹿
茸）を狩猟の主要対象の一つにするようになったのであり，なお，早乙女の物忌の家に葺く菖蒲
や蓬なども，成女戒の日取りが五月五日に歩みよったため，端午の頃に取るものとなり，雑薬（薬
草）を摘む中国の端午の行事と結合して薬猟のもう一つの目的になったのであろう。
　鯉幟りについては，それを初節供の男児に与えるのは，やはり成年戒の式に奉るものの形であ
り，また吹き流しから変形してきたものでもあると折口が主張している。幟りを鯉の形にしたの
は，江戸時代に中国の鯉の滝登り伝説を尚武の男の子の出世にたとえてからのことであり，原来
の幟りは神の招代，あるいは依代である。幟りと吹き流しは性質が類似したもので，その先端に
杉の葉付きの枝がついたり，または家の紋が入ったりするのを，今でもたまには見られる33。こ
ういう幟り，または吹き流しを家の前に立てるのは，神を迎えるためであり，神＝穀霊を祖霊と
して受け入れる日本民俗の特徴がここに明らかに出ていると言える。神を迎える招代として立て
られる幟り，吹き流しに，家の紋のような特別な目印が入っていることから見れば，その神は家
の先祖の霊と考えられる。つまり，他の家へ間違って降りないように，子孫の家に正しく降りて
来るように，という目印として，様々な紋様，標識がついた幟り，吹き流しが田植えの五月に家々
の前に立てられ，それを依代にして降りて来る神に，家を籠る早乙女たちが奉仕するのである。
祖霊を穀霊，山の神，田の神と混同して一体視したところに日本の神概念の特色があるという論
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説は，ここにも適用できる。
　鯉幟りを成年戒と結び付けた折口の主張にもそれなりの一理がある。成年戒授受は村にとって
極めて重要且つ神聖な行事であり，成年戒を受ける若者たちの宿において，恐らく「ムカシ」が
語られたであろう。語り手の村の老人が神＝祖霊として姿を現したことも，すでに定説になって
いる。そういう神聖な性格を持つ成年戒授受の場，宿（後に名々の家になったであろう）の前に，
招代・依代としての幟り・吹き流しが立てられるのは，当然なことと言えよう。
　端午節供の歩みよった成年戒を受ける若者は，前述のように，薬猟，石こづみなどの試練を経
て成人になる。あやめ髪はその成人戒授受のしるしであって，幟り・吹き流しはその神聖な行事
を見守る神・祖霊を迎える招代である。あやめ髪からは菖蒲冑，人形が生じ，江戸時代以後の冑，
武者人形へつながっていく。幟り・吹き流しからは鯉幟りが生まれる。薬猟の内容は鹿を主要対
象とする狩猟と菖蒲，蓬などの薬草取りから構成され，石こづみは後に印地打，菖蒲切，菖蒲打
などの合戦行事に変貌する。薬草取りは早乙女の葺籠りと直接な関わりがあり，印地打などの合
戦行事にも年占の意味が付加される。
　成年戒を受ける若者に対して，成女戒を受ける早乙女がいる。四月に一度山籠りして山の花を
神の招代・依代として髪に挿して里に降りて来る。田植えを控え，厳重な物忌みを通じて身を清
め，菖蒲などを葺いた家の中に籠り，神に仕え，田植えを行なう。神との結合によって稲の稔り
を保障し，娘もそれで一人前の女になる。
　ここでもう一つ，葺籠りする「女の家」に男は客として迎えられ，菖蒲料理・五月飯など御馳
走で女の饗応を受ける既述の習俗を改めて考えてみよう。「客」として優遇される男が「まれび
と神」の性格を持っていることは注目に値する。野外での通過儀礼を経た男性が「田の神」の資
格を得て，これを待ち斎くべく忌籠りする「女の家」に迎えられるということは，田植えの宴（サ
ビラキ）の場で，田の神（に扮した男性）と早乙女との問でもたれる交歓儀式34が，「女の家」
の習俗に投影し接合したものと看取できよう。
　以上見てきた「女の家」，成女戒と成年戒を中心とした様々な行事には，大きな共通点が一つ
ある。いずれも多かれ少なかれ，五月の田植えと関わっているのである。。前にも言及したように，
五月は田植え月であり，農作業の極めて重要な時期である。その頃のすべての行事が田植えと結
びつくのはむしろ当然であろう。この田植えをめぐる様々な行事，儀礼などは，最初は日取りが
決まっていなかった。中国伝来の端午という大きな節供の影響で，それらの行事，儀礼がだんだ
ん五月五日前後に集中し，中には元来の性格が脱落し，あるいは変形してしまったものもあるが，
しかしよく考察してみれば，多少その輪郭を捕えることができる。もちろん，以上の概略的な検
討で，日本の稲作を主な生業とする庶民の間に行なわれていた端午節供の実態のすべてが調べら
れたことにはならない。本稿で取り扱わなかった端午関係の習俗はまだ数えきれないほどある。
たとえば，五月五日を菖蒲というのに対し，六日を牛の菖蒲と称し，牛小屋に菖蒲を葺いて災害
よけとする。また，五月五日あるいは十六日を牛の休みと言い，この日は牛を使わないなど，牛
が登場する習俗の記録は多く残っている。それは五月の田植え時期に重要な役割を果した牛に対
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するねぎらい，あるいは感謝の気持ちの表われであろう。牛を使わない日の他に，田の神は田圃
を巡るから田に入ることが禁止される日もある。そういう日に田の神を祭る行事があったものと
推測できよう。また，五月の田植えしたばかりの田圃を見廻って，よく稔ったなあと予めほめる
「田ぼめ」の予祝行事を行なう所もある。その際の老人は田の神であろう。植えたばかりの苗を
見てよく稔ったなあとほめることによって，その年の豊穣を約束するのである。なお，田植え頃
に綱引，相撲，競舟などの行事がよく行なわれる。勝負によってその年の豊凶を占うもので，石
合戦と同様，年占行事である。これらはやはりいずれも田植え＝農耕とつながっている。
　田植えや農耕にまったく関係のない行事もある。たとえば男児の初節供を祝うために凧をあげ
るとか，武者絵などを立てるような風俗がそれである。ただし，それらは前述の江戸時代にでき
た武者人形，鯉幟りと同じ性質を持っているものとして考えられよう。
　端午関係の行事は地方によって様々な細かい違いがあり，それをすべて取り扱うことは不可能
である。しかし，より普遍的で代表的な行事を分析すれば，結論として次のことが言えよう。一
つに，日本の古くからあった民問の五月頃の行事は，田植えという重要な農耕儀礼と大きく関わっ
ている。成女戒や「女の家」はもちろん，男の成年戒の儀式から派生した石合戦などにも年占の
意味が付加され，結局農耕と結びついてしまう。これらの行事の日取りは，最初は決して一定で
はなかった。しかし，端午という中国伝来の節供の影響でだんだん五月五日に歩みよった二また，
これらの行事の内容にも，中国伝来の菖蒲を使う習わしなどと結合した痕跡が見られる。そこに
外来文化を吸収，改造し，日本の風土に合わせるようにするという日本民俗文化の特徴がある。
　もう一つに，江戸時代以後にできた新しい行事・習俗は，「尚武」が中心になっている。中国
の儒教をもって権力支配の合理化と武士の変質を図った徳川幕府の策略が成功して，二百余年の
平和を作り上げた。戦闘者でなくなった武士は，上流階級と一般庶民の中問に立ち，両者の行事
儀礼を中和し，さらに武士の勇敢，壮健の性格を取り入れて新しい習俗を作り出した。それがま
た上，下両方に拡散し，新しい風潮となった。鯉幟りや冑，武者人形，凧などはその時にできた
端午節供に用いるものである。これらはもともと農耕行事，または成人式に使われていたものが
多いが，「尚武」にかけて男の子の成長，出世を祈るものとなり，その元来の性質はすでに脱落
している。男の子の通過儀礼の一環として初端午の節供を大きく祝う習俗もこの江戸時代にでき
た「尚武」を中心とする行事の影響である。この男を重んじる「尚武」の精神と田植えをめぐる
農耕儀礼は，日本の庶民の問に行なわれる様々な端午節供の行事の主要な要素であり，根源であ
ると考えられる。
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ユ　後藤祥子，！98ユ「四季の行事と古典文学一五月五日」，山中裕・今井源衛編『年中行事の文芸学』p．340，
弘文堂。
2　山中裕，1981「年中行事と日本の社会風俗」，前掲『年中行事の文芸学』p．8参照。
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2ユ．渡辺昭五，1981『歌垣の研究』p，631，三弥井書店。
22．文化庁編，ユ975『日本民俗地図I』（年中行事I）（六版）p，105，国土地理協会。
23．和歌森太郎，198ユ「三月と五月節供」，『和歌森太郎著作集』第十巻p．206，弘文堂。
24．同上，pp．206－207参照。
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261折口信夫，1983「年中行事」，前掲『折口信夫全集』第十五巻p．79参照。
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28、前掲「民俗学上よりみた五月の節供」p．ユ57参照。なお，端午の日に更衣する風習はかなり古いと思われ
　る。中国や台湾にも五月五日より夏の装束に換えるという風習があり，両者の間に何かつながりがあると
　考えられる。
29．文献上の飛礫の初見は『少右記』長徳三年（九九七）四月十六日の条である。小林茂美，1983「五月節
　供の諸相と基盤」，『日本民俗研究大系・3・周期伝承』p．ユ65，国学院大学。
30．前掲一『日本歳事全史』p．21ユ参照。
31．前掲「五月節供の諸相と基盤」p．161参照。
32．前掲「民俗学上よりみた五月の節供」p．ユ59参照。．
33．直江広治，1985「五月節供の比較民俗学」，上田民俗研究会編『上田盆地』二四号p．30参照。
34．前掲「五月節供の諸相と基盤」p．ユ62参照。
皿　中。目の比較研究
　1、中国の端午節供の性格
　A．疫病祓い
　前述したように，中国の端午節供は地球の運行によって生じた節気　　夏至に由来したもので
ある。夏至というのは文字通り，夏が「この世」（北半球）に至る頃である。夏が来るのに伴っ
て勢力を次第に広げていく伝染病のことを，昔の申国人は「陰」や「邪気」，「悪気」という言葉
で表現し，伝染病の蔓延を予防する意味で五月を悪月と称しいろいろな生活上の禁忌を設け，端
午節供に特に変った食物や行事などを通して人々の注意を促したのである。
　勿論，五月が悪月であるためにできた生活上の禁忌や端午節供の数々の行事，節物の中に，科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しよう学的考え方では説明し難いものも含まれている。例えば，『荊楚歳時記』には「五月……林（寝
　　　しとね　　さら　　　　　　　　　　　　　　　　　おお台）の薦席を曝すを忌み，及び屋を蓋うを忌む」1とある。これは『穫記』月令仲夏の月に「是
の月や布を暴すことなからしめ……」の古い風俗のなごりだと守屋が同書の訳注の中で指摘して
いる。しかし，なぜ五月に敷物を日にさらしたりしてはいけないのか。杜公暗によった『荊楚歳
時記』の注釈には，昔五月に敷物を陽にさらした人がいて，子供が敷物の上に死んでいるのを見
たがたちまちその幻覚が消えた。後にその人の子供が本当に死んだ。だから五月に敷物をさらし
てはならない禁忌が生じた，という話が載っている。また，『古今圖書集成』歳功典五十一巻端
午部には歴代の様々なまじないや薬の処方が記されている。例えば「五日取籠爪著衣領中令人不
忘」　　（五月）五日にすっぽんのつめを着る物のえりの中に付けておけぱ物忘れが治るとか，
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「　取鯉魚枕骨焼灰治久痢如神」　　（五月五日に）鯉の「枕骨」を取って焼き，できた灰は
頑固な下痢によく効くなどである。
　これらのものの裏にはやはり夏至の日より陰気が強くなるという考え方が働いている。つまり，
夏至＝端午の日（特に午時）に，陽気が最高潮に至り，それを過ぎたら陰気が台頭する。だから，
平凡なものでも五月五日には特別な力を持っている。また，五月五日に特別な行動を取ればさら
にその効果が期待できるとも考えられた2。こういう発想からできた禁忌やまじないなどは歳月
と共に拡散，発達していき，内容も次第に多種多様になり，結局常識外れと思われるようなもの
までできてしまったのである。大体，道教の勢力が中国全土に広がってから，ト笠，呪術や陰陽
の思想は民問の行事，俗信に多大な影響を及ぼし，それをきっかけに五月の禁忌と端午節供のあ
り方が特に奇妙な方向に走ったのだと看取できる。
　先述した白蛇伝の物語も仏教と道教的色彩を強く帯びている。法海和尚と勝負する前に，白蛇
は茅山道士などと何回も法力を張り合っている。この仏教と道教が混然とした民問伝承を違った
角度から見れば，次のことが言える。つまり，物語の中の白蛇は夏の恐しい伝染病の象徴である。
疫病，または邪気，陰気の代表としての白蛇でも端午の午時になると，力の極点に至っている陽
気に勝てず，さらに雄黄酒の効力によって正体を現わさせられたことは，換言すれば端午（特に
午時）の正気の強さ及び雄黄酒などの祓い物の必要性と有効性を確認，強調していることなので
ある。
　夏至を過ぎると真夏が来る。夏に伴って登場する恐ろしい疫病や陰気，邪気を祓い除けよう．と
して昔の中国人は蹄兵を門に掛け，その蹄兵からまた符簸・絵像や続命綾，香袋，文，菖蒲，雄
黄など様々なものが生じた。だから，中国の端午節供の最大な意義は，、まず疫病祓いにあると言
えよう。
　疫病祓いのためには悪月の俗信にまつわる数多くの節物が使用されるが，その中の蘭という植
物を，特に取り挙げたいと思う。『剤楚歳時記』に端午のことを昔は「浴蘭節」とも称すと記し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みそぎている。『通典』巻五十五の礼典，祓除の条によると，漢の高石は陳西の覇水のほとりで潔した
と伝えられている。水際の行事を普通は三月上巳の日または三日に行なわれるが，それは必ずし
も最初から三月に決まっていたとは限らない。例えば，この漢高石の膜祓は八月であり，春秋時
代の魯の国の舞零（折水のほとりで行なわれる雨乞い行事）も，後漢・王充（『論衡』の作者）
の説によると春と秋と二回あった。なぜ昔の中国人は水のほとりで抜除の行事を行なったのであ
ろうか。それは水が物を洗い清める力を持っているからである。物を椅麗に洗える水は心身を清
めることもできる。勿論，その水のほとりに生長した蘭が邪悪・病魔の駆除に役立つとも考えら
れる3。清める力を持つ水と蹄邪・除悪の蘭を同時に使うことよって疫病を祓おうとする中国人
の類推がここに伺われる。しかし，端午の頃に春咲く蘭を取るのは難しい。だから春先に蘭を取っ
ておき，端午の日にそれを煎じて沐浴するのである。『荊楚歳時記』の杜公暗の法が『大戴穫』
を引用して「五月五日，蘭を蓄え沐浴を為す」と記してあって，「蘭を採り沐浴を為す」と言わ
ない理由がそこにある。
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　宗懐の時代（梁）に端午の日に蘭湯で沐浴する習俗があったことは明らかである。しかしそれ
は梁よりもっと古い時代から伝わっていたものと考えられる。屈原の『楚鮮』九歌雲中君篇に，
主祭者の潔斎のさまを歌って，「蘭湯に浴し芳華に沐す」とある。それを見れば，稼れを祓って
身を清める必要がある時に蘭湯で沐浴する習俗は，少なくとも戦国時代（屈原は前三四三～前二
七七の人）にはすでに存在していたことが分かる。換言すれば，治癒の力を持つ水とそのほとり
に生長した蘭を使用して穰祓の行事を行なう風習は，前四世紀の中国にすでにあったのである。
　疫病祓いを第一要件とする端午節供に，この古来の稜れを祓う行事が取り入れられることは十
分考えられる。後にまた詳しく検討するが，夏に流行しやすい伝染病を恐れ，夏至＝端午の日に
中国人は疫病祓いの手段を工夫して様々な法物を起用したが，水と水のほとりに生長した蘭を
もって身を清める行事がその中でも極めて古いものであることに注意したい。
　B．水神祭り
　端午節供の中心となる龍船競渡は屈原を救い上げるため，または屈原の死を弔うために行なわ
れるのだと一般にはよく説かれるが，その本来の起源は水神祭りである。
　端午の頃に水神祭りを行なう理由は二つある。一つは前述の夏至＝端午の日から陰気が強く
なって人間の健康を脅かすという中国古来の考え方。人間を襲う陰気＝夏の疫病を祓い除けるた
めに，中国人は雑薬を取り，「甥百草の戯」をしたり，水と水のほとりに生長した蘭をもって体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちんを清めたりした。こういう行事の原型は水際で行なわれていたと思われる。つまり，「宿垢と次
を去」って4稜れを祓う水の力を借りるために，昔，端午の日に水際で藤祓の行事があったので
ある。
　端午節供と水には，もう一つ重要な関わりがある。この水は農作物の成育を左右する属性を持
つ水と考えられる。中国は農業を以て立った国であり，農作物の生育のために水が果している役
割の重要性を，中国人は当然知っている。端午節供の前後，つまり旧暦の五月頃は，農耕にとっ
て極めて大事な時期である。中国の稲作の中心華甫地方で，五月は稲苗の生長の季節に当り，秋
の収穫の良否はすべて四，五，六の三ヵ月の雨量にかかってお’り，その中で特に五月が大切であ
る。五月に早稲はすでに穂を出し，晩稲は田植えを終えたばかりで，両者ともに適当な水量を必
要とする。農穣か凶作かに関わる5この大事な時期に，水神祭りが行なわれるのは極めて自然な
ことである。
　水神に祈願することが空からの雨を呼ぶことにつながっているという連想は遠い昔からあっ
た。その水と雨を連結するものが後に具体化，形象化され，「龍」となって登場した6。ふだん水
の中に住んでいる龍は降雨を司る神でもあり，龍神を大事に尊敬，祭祀しなければ，早魅または
水害が起り，人々の生命財産が脅かされるという伝承がそれで生じた。
　農作物に潤いを与える水であるが，場合によって恐ろしい一面も持っている。水害と水死者の
崇り7がそれに当る。水害について昔の中国人は早くから「囲堵」や「疏導」などいろいろな対
策を凝した。夏王朝の最初の皇帝「禺」（前二二○五～前二一九八に在位）とそ父親「縣」が二’
一ユ47一
人とも治水の名家と伝えられている。水死者については，その霊を鎮めるために水神祭りの機会
を借りて特別な鎮魂行事やまじないを行なっておけば，崇りを最小限に治めることができるとい
う考え方も昔からあった。
　このように，農耕に大きく関わる水の神の祭りに，水死者の崇りを鎮める機能が付加され8，
それがさらに稜れ・疫病を祓う水際の行事と合流し9，重要性と規模を一層拡大した。こういう
端午の水神祭りに，ボートレース・船競漕が導入された。南中国，特に揚子江（長江）中・下流
域で，船は未だに人々の生活の中で重要な役割を果している。このことと多少関係があると思わ
れるが，とにかく船を使う水上の競技が端午の水神祭りに登場した。時代が下がって，龍と水神
のイメージが重なり，最後には祭りの競渡行事の船も龍の衣装を被るようになった。
　龍渡または龍船競渡については数多くの研究者が仮説を提出している。その中で筆者は水神を
祭るという君島久子の説が最も妥当なものとして採用する。つまり，競渡は前述の水神祭りの大
きな行事である。水の神の前で競技を行ない，それによって神の機嫌を取り，稲作に不可欠な雨
の充足を祈り願うほかに，、神に奉納する船の神聖な力（特に後の龍をかたとった船の力が強いと
思われる）を借りてかつて水難事故が起った場所を何回か往来して水鬼を退散させ，水死者の崇
りから人々を守ることもこの競渡行事が期待される効果である10。
　雨乞いと水死者の崇りを祓うほかに，競渡には「送癌」「接災」の意味があるとよく指摘される。
たとえば楊嗣昌の『武陵競渡略』には競渡の前に桃符，兵罐を流したり，終了後に送標という儀
礼を行なったりすることが災を祓うためであると記している。黄石も萢到明の『岳陽風土記』を
引いて，競渡に際し病気にかかっている者は「送癌」といって草船を涯べると述べている。疫病
を祓う水際の行事が水神祭りと合流し，さらに水神祭りの競渡行事を混合し，いつの問にかその
意味が後者に移転していったのであろう。
　競渡の行事と同様非常に長い歴史を持っている端午の節物　　綜は，水神祭りの中で重要とは
言えないかも知れないが，それなりの役割を演じている。すでに指摘したように，綜は「天子」
が先祖に供える新しく収穫した「黍」に由来したものである。当時の天子というのは北中国をそ
の主な勢力圏としていたが，華南地方の開発に従って，綜はまもなく南中国まで伝えられた。そ
の夏至＝端午の先祖祀りの供物は，端午節供の特別食品としても人々に愛用されている。端午節
供の特別食晶である以上，綜は端午の頃に定着した水神祭11にも使われたことは容易に考えられ
る。つまり，水の神にささげる供物として，綜が川や湖などに投げられたりするのは十分有り得
ることである。
　泪羅の川に身を投じたと伝えられる屈原は，ある意味では崇りの恐ろしい水死者に過ぎない。
彼の命日がちょうど端午の日にあるという明確な史料は存在していない。彼の霊を慰めるために
綜が作られ，競渡が行なわれた通説も実在の根拠がない。前二七七年に死亡した屈原を綜と結び
つけたのは五世紀の劉義慶であり，それがきっかけで綜を川などに投げることも，船渡漕を行な
うことも屈原を祀るためのものになってしまった。’忠君愛国を主張する儒学者にとって屈原が絶
好の説教の典型なのかも知れない。彼らの宣伝によって屈原のためにできた綜と競渡が結局端午
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節供の代名詞になり，夏至に由来した端午節供の本来の意義や疫病を祓う行事，農耕に関わる水
神祭りなどはかえって無視されてしまった。しかし，もし劉義慶が『世説新語』に書いたのは当
時の民間に実際に伝えられていた話を忠実に記録したものであれば，五世紀頃の中国の庶民が示
した屈原の御霊に対する畏怖は注目に値する。つまり，屈原が愛国詩人，忠君愛国の模範として
尊敬されていたのではなく，崇りをする恐しい水死者の悪霊の代表として怖がられていたという
ことになる。水死者の崇りを鎮める機能を持った端午の水神祭りが当時の中国人にいかに重視さ
れたかを証明するものとして，筆者はこの記録を位置づけたい。
　要するに，水死者の怨霊を祓う機能を兼ねた，稲作に不可欠な雨を祈る水神祭りは，夏至に由
来した陰気，邪気（疫病）を除けるための水際の模祓の行事と結合して，日時が固定化され，規
模も一段と拡大した。競渡行事は水神祭りの中の一環であり，綜もその際の供物として使用され
ていた。水神祭り自体は時代の発展に従い，その真の意義が次第に忘却されてしまう。しかし，
競渡の行事が残された。今日において、も盛んに行なわれている。綜と共に屈原の話に付与され，
愛国詩人を記念する行事として扱われ，伝達されたことは，この競渡行事が未だに保存されてい
る大きな原因と言える。ただし，端午節供の本質を把握するためには，「屈原祭祀」という通説
を越え，その裏にある水神祭りを取り上げなければならない。
　C1礫祓
　真夏に襲って来る疫病を前もって祓い除けて健康を確保するために，昔の中国人は端午の日に
様々なことをした。その中の一部は姿を変えながら今日まで生き延びている。例えば「午時水」
を使って菖蒲と文などの薬草風呂を沸かすという風習は今日の台湾でもまだ見られる。
　菖蒲と文，蘭などは邪悪・不詳を祓い除ける植物である。特に蘭は水のほとりに生長するもの
で，水の浄化，病気治癒の力と連絡していると考えられ，紀元前四世紀にすでに潔斎に使用され
ていた。こういう植物と水を使って稜れを祓う習俗以前には，水際で行なう模祓の行事があった
と思われる。
　夏至（端午）の日に邪気が人問を襲って来ることが分かり，その稜れを祓うために万物の生命
の源泉　　水が絶えず流れる河川へ行って身を清める。水だけでは物足りなく感じては水のほと
りに生長する植物もしくは香りの高い植物を取り，毛の力を借りて清めの効果を補強する。この
段階なると，礫祓は水際で行なわれなくても，適当な場所で「蘭湯に浴し芳華に沐す」ればよい
わけになる。身を清めて，取った植物をついでにどこかに掛けたりすることも十分考えられる。
　礫祓を河川のほとりで行なわなくてもよいが，水際へ行く風習は残った。『大戴穫』夏小正の「此
の日，薬を蓄え以て毒気を濁除す」や『剤楚歳時記』の五月五日に「雑薬を採」り，「賜百草の
戯あり」は端午の日に人々が出かける習俗を反映している。行先は，「雑薬」や「百草」の多く
生える山間の漢流や河川のほとりがまず考えられよう。前に引用した北京の住民が端午の日に天
壇などへ行く風俗「五日之午前，群入天壇，日避毒也。過午出走……無競渡俗，亦競瀞姿…・・．・飲
醸煕瀞……」や「魚藻池……入夏至端午，結蓬列捧，狂歌轟飲於稜流之上，以為愉庚」，特に後
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者の「濁流の上（ほとり）において，人々が歌ったり飲んだりして，それをもって愉快とする」
という描写は注目に値する。人々はなぜ端午の日に出かけなければならないのか。それは『帝京
景物略』に明示される通り，「避毒」，つまり邪気を避けるためである。紀元前の遠い昔に，人々
は水際へ行って礫祓をした。北京の住民が「避毒」のために出かけ，水のほとりで臨いだりする
のが，その昔の水際の藤祓の行事の遺風だと看取できよう。台湾の「午時水」で薬草風呂を沸か
して身を清める習俗の起源も，やはり昔の藤祓の行事にあると言える。午時の水に特にこだわる
のは端午の午時が持つ特別な意味と道教思想が及ぼした影響によったものであろう。
　昔端午節供に模祓の行事があったことを傍証するものに，まだ二つの事例が挙げられる。『中
華全國風俗志』には次のような記述がある。
　豊潤（河北省）には「避災星」という興味深い習俗がある。五月一日に，各家は錦と木綿の布
　で「小狗，小人，小口袋」などを作り，子供の体に紛失しないように付ける。男の子に付ける
　「小人」は男の形となし，女の子に付けるのは女の形とする。いずれも眉目口鼻などが美しく
　描いてある。もし子供が不注意でそれをなくしたら，一年以内にかならずその子に災厄が起る
　と伝えられる。親は香を焚いて災厄を逃れるように神に祈藤哀願するしかない。もし端午の日
　までその「小人」をなくさずに付けておけば，災厄があっても人形が子供の代わりに受けると
　いう。端午の日の午前，主婦たちは子供を引き連れて河岸または池のほとりへ行き，小人，小
　狗，小口袋などを水の中に投じて帰る。狗は災星を咬むもの，人形は子供の代わりに災厄を受
　けるもの，「小口袋」は災晦を入れるものである。それらのものを水に流し終れば，一年中子
　供は災厄や病気にかからないで済むという。12・
　なお，黄石の『端午穫俗史』によれば，定縣（河北省）にも似たような習俗がある。定縣のそ
れは，五月一日早朝，誰にも見られないうちに，家の入口の所に座って赤い布で小さな人形を作
り，五色の糸で飾りを付けておく。これを俗に「娃娃」という。できあがったら，やはり誰にも
見られないうちに石を拾って人形に縛り付けて川に投げ込み，沈ませる。その家の子供に臨む災
厄などを人形に移して流し，子供を一年中無事に守るまじないの行為である。
　形代を作り，人間の身についた稜れをそれに転嫁する風習は，日本ではよく伝えられるが，中
国においてはそういう報告があまり知られていない。黄石の説によれば，豊潤と定縣のこの珍し
い習俗は明代の「避毒」に類似している。ただ明の「避毒」の行為の後に隠れた「下意識」
あまり意識されていない心理　　をより　　一層はっきり表明しているだけだという13。確かに
黄石が指摘したように，豊潤と定縣両地の習俗は「避毒」，つまり邪気を避けるまたは祓うため
に生じたものである。しかし，もう少し詳しく考えてみれば，両地の人が水のほとりまで行って
形代を流す習俗は，遠い昔の水の清める力で邪気，稜れを流す藤祓の行事を想起させるものでは
ないか。こういう習俗はなぜ豊潤，定縣の両地にしか見られず，他の所に伝えられなかったのか
を鮮明するには実地調査が必要かも知れない。しかし，この北京の東と南酉とかなり離れている
両地の形代を流す習俗を，ただ両地の住民の「避毒」行為の延長と解釈するより，それを古代の
藤祓の行事の遺習と「避毒」心理の結合と見傲す方が妥当ではないかと思われる。
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　水を離れて山へ焦点を転じてみる。『穫記』月令，仲夏之月に「以て高明に居る可し。以て遠
くを眺望す可し。以て山陵に升る可し。以て台謝に処る可し。」とある。これは後漢末の解釈では，
仲夏（五月）は「陰陽争う」の時であり，「陽に順って上に在る」ためと，陰陽説によって説か
れているが（鄭玄注），おそらくもとは祓穣の意より出たものである，と申村喬が指摘している14。
中村の説によれば，「川喫が水に浴する．三とに意味があったのに対し，高処は高爽眺遠に意味があ」
り，それによって「現在の悪気および未発の災厄を払拭する」ことができるという。なぜ五月に
山陵など高い所へ登って高爽眺遠し，それをもって現在の悪気や未発の災厄を払拭する必要が生
じたのであろう。それはやはり昔の邪気などを除けるために河川または山間の清い渓流のほとり
で礫祓し，あるいはちなみに蹄邪辞悪の植物を取って帰る習俗に由来したものだと解することが
できよう。
　現在なお生きている薬草風呂で身を清める習俗や文献記録などで見られる沐浴，草摘み，登高，
避毒や遊楽．（特に水のほとりでの遊楽）もしくは形代を流す風習は，分析してみれば，いずれも
昔の膜祓の行事から展開したものである。この端午節供の穰祓の行事は邪気存どから身を守るた
めの行為であることは言うまでもないが，その裏に水の清浄，治癒の力に対する信仰が働いてい
ることも無視できない。
　2．目本の端午節供の分析
　A．上流社会の端午行事と舶来習俗
　聖徳太子による遣晴使の派遣をはじめ，中国の制度や文物の導入は，古代の日本宮廷にとって，
文化の発展を図る最も便利で直接的な方法であった。中国文化を極めて重要視する古代の日本宮
廷と公家貴族の上流社会において，端午節供という中国伝来の年中行事に，中国伝来の習俗が大
量に採用されるのは当然なことであり，また，当事者にとって，それが「文化人」たる身分と風
雅を誇示する手段でもあった。
　推古朝の薬猟や天智天皇の賜宴，歌舞にはまだ稲作儀礼に関わる民問風俗・芸能の痕跡が多少
見られるが，文武天皇時代から馬技，騎射が次第に盛んになり，菖蒲髪や菖蒲酒，薬玉，続命綾，
菖蒲輿，菖蒲案，綜など，明らかに中国から伝来したものも端午節供に登場し始めた。物質的な
ものだけでなく，中国の「避邪」から発展した「祈福・長寿」の思想も，仁明天皇嘉祥二年の「五
月五日に薬玉を侃きて酒を飲む人は，命長く福ありとなむ聞こし召す。かれここに薬玉を賜ひ御
酒賜はくと宣る」という詔からはっきりと伺える。つまり，遅くとも平安時代の初期に，中国の
端午節供の行事習俗及びその背後にある思想型態はすでに日本の宮廷に浸透し，避邪と長命の祈
念を第一義とする端午節会の儀式を作り上げたのである。端牛節会は冷泉天皇の時から停廃され
た。しかし，その後も，天皇を中心とする皇族，貴族，女房たちの間で，菖蒲，薬玉と綜を用い
たみやびな端午節供が続けられていた。
　鎌倉時代の年中行事は京都の公家社会の影響が強かった。それに続く室町幕府は，南北朝の動
乱をきっかけとして公家の勢力から逸脱し，武家社会の年中行事の整備に務めた。その室町時代
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において，すでに日本の上流社会に定着した端午節供は，廃止されるどころか，かえって勢力を
拡張して，武家時代にふさわしい展開を見せた。綜，薬玉，菖蒲枕など以前からあったものに，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かぷと菖蒲湯が加えられ，なお，檜皮師による菖蒲の甲の進上も始められた。邪気を祓うとされる菖
蒲は武士にとって極めて重要な意味をもって登場したのである。この菖蒲の甲は，折口の「あや
め髪　　あやめ冑　　五月人形」説のあやめ胃ともつながりがあると思われるが，檜皮師が細工
する以上，檜板を削って作った甲に，菖蒲の葉形をかたどり，あるいは菖蒲の葉が何本か付けて
ある15ものと思われる。そういう菖蒲を使ったものをわざわざ端午の日に進上することは，民問
のあやめ蔓またはあやめ胃を成年戒授受の若者の家に奉る習俗よりも，上流社会に深く根を下し
た薬玉や菖蒲製品を献上，贈答する風習の影響がはるかに大きいと見られる。
　江戸時代の武士は，宮廷，幕府，貴族などと一般庶民との問の中間的な存在ではあるが，支配
階級であるから，いわゆる上層階級に属するものと見傲してよいであろう。あやめ愛・あやめ胃
から武者人形が庶民の間でも流行したのは，庶民による武家の風習の導入と言えよう。庶民が田
植え，青年戒の時に使う幟りに，出世を象徴する鯉を導入し，現在まで流行している鯉幟りを作
り上げたのも，この江戸時代の武士である。
　奈良蒔代以前から平安時代中期まで大規模に行なわれていた宮廷の端午節会は，中国の端午節
供の行事，思想をそのまま引用するもので，中国的色彩が強いことは言うまでもない，。しかし、
端午節会が廃絶されても，中国渡来の要素は絶えない。鎌倉時代を経て，室町時代に入ってから
も，中国の端午節供の風習は依然として存続し，しかも武家社会にふさわしい展開を見せた。江
戸時代に，中国の思想がさらに日本に進出し，新しい端午節供の風景を作り上げた。中国の端午
節供の原型から次第に離れてゆき，日本の風土に合うようになったとは言え，日本の上流社会の
端午節供における中国の舶来思想，舶来習俗の演じる役割はあまりにも大きい。
　B1民間の端午行事と農耕儀礼
　上流社会の皇族，貴族，将軍や武士と違って，農業を営む庶民には風雅，威厳などを求める余
裕がない。庶民の生活は作物の栽培と収穫をめぐり，一定のリズムを繰り返す上に成り立つもの
である。そのために，庶民の年中行事が外国の文化習俗よりも，農耕儀礼にいかにつながり合う
かをまず問わなければならない。’むしろ，庶民の年中行事は農耕儀礼に合わせて形成されてきた
もので，農耕儀礼から遠く離れた庶民の年中行事は存在しないのである。
　日本民間ρ端午節供を検言斗す羊場合には，田植えという重要なポイントに触れないわけにはい
かない。五月頃に始まる田植えは，宮廷から広がった端午節供の影響で，日取りが五日前後に集
中していった。しかし，一それは端午節供そのものが民間に受け入れられたことを示していない。
名称と日取りが端午節供にな．っても，実質は上流社会の場合とまったく異なるのである。’民間の
端午節供は田植えのハレの行事とそのハレの舞台に出るための予備作業から構成されている。
　田植えに実際に従事する女性は，四月頃に一度山籠りして，山の花を山の神の招代・依代とし
て持ち帰り，早乙女としての資格を取得する。そして，五月四日に藤祓して見を清め，男を避け
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て菖蒲や蓬を葺いた屋根の下に籠り，田の神を迎える。巫女となって田の神に仕える早乙女は，
後に美しく飾って田の神の確しに従って田植えをし，その年の豊作を願う。早乙女と田の神との
交渉によって，稲の稔りがもたされるのである。
　女性が物忌みして田の神に奉仕する問にも，男性には男性なりの役割がある。女性が山に入っ
た早乙女の資格を取ることには，成女戒の意味が含まれている。つまり，今日ではもう内容が分
からなくなった山籠りに伴なう特別な秘密行事は，若い娘が一人前の女性になるための準備の過
程である。それに対し，若い男には青年戒がある。鹿を主要対象の］つとする薬猟は即ちその試
練の一環である。試練を経て，石こづみの儀式を通過し，若者は成人として認められ，田の神と
しての資格を得る。早乙女を率いて田植えをする田の神役を，実際は青年戒を受けた若者が演じ
ているし，稲の稔りを約束する早乙女と田の神の聖婚にも，若者の登場が考えられる。田の神役
と早乙女役を通じて，若者と娘が一人前の成人になるわけである。なお，石こづみの行事からは
石合戦，菖蒲打などが派生し，年占の行事へと発展した。
　稲作を生業とする庶民にとって，豊穣が何よりも大切である。若者と娘の成人式も，事実上農
耕の儀礼，行事の一部になっている。このような民間の端午節供は，換言すれば男性と女性を総
動員する田植えの節供である。上流社会から伝わってきた中国渡来の端午節供が民間に及ぼした
最大の影響は，節供の名称と日取りと言える。端午という名称と日取りの他に，菖蒲や文などを
用いて邪気を祓う中国式の習俗も民間に深く浸透した。ただし，それは上流社会のような、自、災延
命の風雅な行事として浸透したのではなく，民問固有の葺籠りの行事と習合した形で人々に受け
入れられたのである。
　中国の菖蒲，文などを端午節供に使う習俗は，すでに指摘したように，陰気の強化とともに襲っ
て来る悪いものを祓って健康体を守るためにできたものである。それを日本の古代の宮廷が導入
して様々な優美な行事を作り上げ，民問にも伝わってきた。しかし，日本の民間には端午の頃に
女が忌籠りする習俗がある。それには芳しい草葉が使用されている。上流社会から伝わってきた
習俗に示唆され，民問の人々も菖蒲などを祓いの目的に用いるようになったのであろう。だから，
農耕儀礼的要素が圧倒的に強い日本の民間の端午節供に，中国の菖蒲などを使う風習が取り入れ
られたのは，上流社会のような中国文化の直接の吸収ではなく，それがちょうど田植え前の女の
家の習俗に適合したからだと考えられる。
　田植えを中心とする日本民間の端午節供にも，田植えとまったく無関係のように見える習俗が
ある。鯉幟りを立てたり，あるいは武者人形を送ったり飾ったりする風習である。ただし，前述
したように，鯉幟りと武者人形は江戸時代に入ってから新たに形成された習俗である。鯉幟りの
前身は幟り・吹き流しであり，武者人形の原型はあやめ蔓である。各家の標識を付ける幟りや吹
き流しは本来家々の前に立て，祖霊を迎えるためのものであった。中国人もやはり端午の日に先
祖を迎える。亡くなった先祖の霊を招いて節供の供物を供える。しかし，日本人にとって，、祖霊
は穀霊であり，田の神，山の神でもある。端午節供に迎える祖霊は田植えのために来て，作物の
稔りを約束する穀霊・神である。その祖霊を降す招代・依代として幟りや吹き流しが立てられる
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のである。江戸時代の中期頃，幟りは鯉幟りに変化し，男の子の出世を象徴する縁起物として歓
迎されるようになった。その本来の意味が次第に忘れられたが，最初はやはり田植えのために立
てるものであった。
　武者人形がどのような過程を辿って生じたかについて，すでに折口説を引いて詳述したが，要
するに，成年戒授受のしるしであるあやめ髪から発展したものである。成年戒は前にも指摘した
ように，田植えと深く関わっている。従って成年戒を受ける若者が付けるあやめ蔓と農耕儀礼と
は，問接なものではありながら，完全に無関係とは言えない。
　日本民間の端午節供は，以上見てきたように，上流社会・中国習俗を前提にして発展した風雅，
優美または尚武，威厳を重んずる行事と違って，すべてが農耕儀礼（田植え）を中心にしている。
中国の影響を多少受けてはいるが，積極的にそれを導入したわけではなく，たまたま上流社会か
ら伝わってきたものと，すでに民間にあった習俗が合致して，それを受け入れたものと思われる。
　C．藤祓
　日本の端午の節供に膜祓が行なわれていたことは，よく説かれている。その焦点はもちろん女
の家の習俗に置かれている。また，武者人形は元来雛人形と同じくケガレを流す形代ではないか，
という説もよく出される。武者人形について，本稿は折口信夫の説に従い，その原型を成年戒の
あやめ蔓とした。つまり，端午節供に膜祓をするのは確かであるが，端午の形代は上巳の雛人形
のように，武者人形にまで発展しなかった。端午の武者人形はあやめ髪　　一種の招代から発達
したものである。
　端午節供は稲作の田植え頃に当り，そのために元来日期不定であった田植えの行事が次第に五
月五日に集中するようになったことは，すでに前述した。成年戒を受ける若者たちも物忌みした
と思われるが，実際田植えに従事する女性の方に厳しい要求が加えられるので，男性の行事があ
まり目立たなくなったのであろう。早乙女は田植えを控え，豊穣を約束する神に仕える巫女とし
て厳重な物忌みをしなければならなかった。屋根に菖蒲などを葺くのは，悪いものを除ける意味
の他に，物忌みの家を表わすためでもある。こういう非常状態にいる早乙女にとって，膜祓は当
然必要である。神は聖なるものである。聖なる神に奉仕する俗なる早乙女は，少なくとも身を清
め，ケガレを祓い落さなければならない。その際におそらく形代が使われたと考えられるが，前
述したように，この形代は特別な発達をしなかった。身に付いた古い，悪い部分を形代に移して
流すほかに，菖蒲湯も清める効果が高いと信じられる。今日でも菖蒲湯に女がかならず入るもの
だ，というような伝承が数多く残っていることは昔の早乙女の膜祓の行事を想起させる。菖蒲湯
に入る習俗は，上流社会の中国伝来の菖蒲を用いる風習の影響を多少受けていると思われる。そ
れ以前の礫祓の行事はおそらく水際で行なわれていたのであろう。そして水流が激しければ激し
いほど好ましいであろう。ここに日本の藤祓の特徴が見られる。
　中国にも端午節供の膜祓の行事があった。しかも，日本と同。じように水際からだんだん離れ，
河か井戸などの水を汲んで蘭や菖蒲など香りの高い植物を入れて薬草風呂を沸す風になった。た
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だし，中国人が考える膜祓は日本のと異なる。文献史料を調べても，日本のように激しく流れる
水，特に海の潮を好む傾向が見られない。水及び水辺の霊草によって悪いものを落し，さらに新
しい力を清めた身体に付けることは日本と類似するが，日本の模祓ほど複雑な形式，作法などは
ない。
　もともと中国の端午節供に穰祓の必要が生じるのは，夏至の午時を過ぎると陰気が次第に強化
し，それに伴って様々な悪いものが人間の健康を損なうからだと思われる。それを予め祓い除け
て，清い水と水辺に生長した霊草の力を借りて体を強くしておけば，安寧を確保することができ
ると考えられるからである。しかし，日本の端午節供の膜祓は神に近づくために行なわれるもの
で，俗なる早乙女が聖なる神に仕える前の浄身儀礼である。ケガレを落す目的は両方とも同じで
ある。ただし，中国の端午節供の礫祓は邪気を追放して健康体を守るために行なわれるものであ
る。それに対し，日本のは神に接近する前の浄化活動であり，その俗なる人問を水によって聖化
する過程に，日本独特な神概念と民俗が秘められていると言えよう。
　3．まとめ
　中国の端午節供と日本の端午節供との最も目立った共通点は，節供名の「端午」にある。中国
の夏至に由来した端午節供は早くから日本の宮廷に受け入れられ，日本固有の宴を中心とした年
中行事と結合して端午節会となった。最初から端午節供は「端午」の節供　　五月の初めの午日
から変化した五月五日」に行なわれる節供として，中国のものそのまま伝えられてきたもので，
節供名の改定などを経なかった。’節供名だけでなく，日取りも中国の日取りそのままである。端
午節供には五月節供という別名がある。それは五月にある節供だからできた別名で，中国にも同
じ言い方があり，特に変った意味を含んでいない。
　名称と日取りという表層の共通点の他に，農耕に大きく関わっていることも忘れてはならない
ポイントである。中国の端午節供は屈原祭祀を最大目的として受け入れられている。しかし，そ
れは儒学者の忠君愛国の宣伝教化である。申国の端午節供の本義は，一つは邪気を祓い，進んで
福を祈ることであり，もう一つは農耕に必要な雨を求めることにある。薬草，符簸，飾り物，呪
物などの活躍は即ち前者の表われであり，悪月の邪気，疫病から身を守り，さらに長寿と福禄を
祈るためのものである。それに対し，今日の端午節供の目玉とし大規模に行なわれる龍船競渡は，
実際は後者の雨を乞う水神祭りの行事である。華北地方などの麦作に勿論雨が必要であるが，稲
作を中心とする華甫地方では，田植えを終えた五月頃の梅雨が特に豊凶に関わる。農耕に不可欠
な雨を求めるために水神祭りが行なわれ，それが邪気・疫病を祓うための水際の行事と緒合して，
日取りを重ねるようになり，従って水神祭りの船競槽も端午節供の主要行事となった。もともと
水神祭りには水死者の御霊を鎮める機能が付加されている。水死者の崇りを鎮め除けることは邪
気・疫病を祓う端午節供の原来の目的ともぴったりに合う。これも水神祭りが端午節供と結びつ
いた原因の一つである。忠君愛国の詩人屈原を祀るためにできたと言われる端午節供は，「詩人節」
にもなっている。しかし，その背後には農耕という大きな要素が入っているのである。
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　日本の端午節供は男の子のための尚武の節供として考えられている。ただし，男の子の節供と
しての端午節供が形成される（江戸時代）前に，成年戒と成女戒は田植えをめぐって端午節供の
中心を成していた。成年戒の死から再生の石こづみの儀式より変化した石合戦などには，年占の
意味が加えられている。山に入って花を神の招代・依代として持ち帰った成女戒を受ける早乙女
は，身を清めて葺き籠り，田植えに携われ，神との聖婚によって成女になり，豊穣をもたらす。
成年戒と成女戒の他の行事，習俗も農耕儀礼とつながっている。江戸時代以後次第に影が薄れ，
尚武の節供に圧倒されてしまったが，元来の日本の端午節供は農耕と大きく関わるものである。
　三番目に挙げられる中国と日本の端午節供の共通点は，両方とも膜祓の行事が行なわれていた
ことである。紀元前三，四世紀屈原の時代に，すでに蘭など香りの高い植物を水に入れて潔斎を
行なう例が中国にあった。漢，唐，栄，元，明，清歴代の記録や現在なお残っている薬草風呂，
香袋，雄黄酒などから見れば，邪気から身を守ることを第一要件とする端午節供に，昔穰祓の行
事が行なわれていたことは推察できよう。日本の方の端午節供は田植え時期と重なっている。成
年戒を受ける若者も物忌みしたと思われるが，神に仕える早乙女には，厳重な穰祓が要求された
であろう。性質と作法に違いがあるが，中国と日本と，両方とも端午節供に祓祓の行事が行なわ
れていたことは確かであろう。
　中国と日本の端午節供の三つの共通点に対し，なお三つの相違点が挙げられる。まずは，中国
の端午節供は前述したように，疫病・邪気を祓う行事と農耕に関わる水神祭りとが，同様な比重
を占めている。しかし，日本の方は，江戸時代以後にできた新しい尚武にかけた習俗を別にして，
古来民間にあった端午節供の行事は，もっぱら農耕儀礼を中心にしている。二つの焦点を持つ中
国の端午節供を楕円形に例えれば，日本のは円形になるであろう。
　二番目の相違点は，中国の端午節供は成人式とまったく関係がないのに対し，日本の端午節供
には通過儀礼がまつわっていることである。成年戒を受ける日本の若者は薬猟の試練を経て，石
こづみの儀式に上って成人の世界に伸間入りする。成女戒を受ける娘は山籠りして花を髪に挿し
て里に帰り，早乙女として祓祓し，田植えというハレの舞台に出て神と交歓し，それで一人前の
女性になる。ここの神との交歓には，巫女としての早乙女（娘）と神に扮した男（成年戒を受け
た若者）との登場が考えられるので，実質的な成人式の意味も伴われていると言えよう。ちなみ
に，端午節供に元服したというようなことも聞かれる，という和歌森太郎の報告があるユ6。それ
は民間固有の成人式と中国の影響を受けた上流社会の元服式が結合したものであろう。民間固有
の成人式だけではなく，江戸時代以後，端午節供は男児の成長，出世を祈るものになり，男の子
の端午節供を盛大に祝う風習ができた。成年戒，成女戒，元服式，初節供はいずれも通過儀礼の
環節である。通過儀礼に絡んでいるところは，中国の端午節供に見られない日本独特のものであ
る。
　最後になるが，三番目の相違点として，外国の影響の有無が挙げられる。中国の端午節供は完
全に中国本土にできたもので，早期の文献に見られる端午の避邪のもの　　漢代の蹄兵を起点に
して数えても千七百年以上の歴史はある。日本の方の端午節供には民間固有の農耕儀礼などが重
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要な地位を占めているが，名称や日取りから真体的な細い内容まで中国の影響を受けた痕跡が見
られる。奈良，平安時代の宮廷，公家社会においてその点が特にはっきりしているが，江戸時代
になってからも中国の影響は絶えない　　たとえは鯉幟りの鯉が出世を象徴するという観念も中
国伝来のものである。極端的な言い方をすれば，中国の端午節供そのものだけでなく，中国の文
化も日本の端午節供に波紋を投じていたのである。勿論，外国の文化を日本風に化して吸収する
というのは日本文化の特徴である。端午節供においてもその特徴が見出せることは確実である。
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　となり，身代わりの者を待つ。誰かを捕えて溺死させ，自分の身代わりになってもらえば，その水鬼は業
　を終え新しい世界へ転生できる。もし身代わりを捕えそこなったら，その水鬼は永遠に川の中に止まらな
　ければならない。従って，新しい水死者が出るのは，古い水鬼が崇っているためである。こういう身代わ
　りを待ち構える横死者（水死者に隈らず，非業め死に遭ったすべての者がそうである）の崇りに関する俗
　信の起源及び背景について考察した報告や論文は今回見当らなかったが，かなり長い歴史を持っているこ
　とは想定できよう。
8．競渡の由来伝説に，身を川の中に投じた者（つまり水死者）の話が圧倒的に多いことは示唆的である。
9．五月の雨を特に求める水神祭りと，端午節供の藤祓の行事とは，同じ「水」を主役とするものであり，
　日取りもほぼ重なっているので，合流することはむしろ当然と言えよう。
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　の法力があるとされる。それがあれば，水鬼の崇りから龍船と龍船を漕ぐ人を守るだけでなく，水鬼を祓
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　る。しかし，文崇一の考証によると，それは端午節供の場合が圧倒的に多いという。なお，ここでは競渡
　行事を水神祭りの一環として扱っている。疫病を祓う端午の行事と合流した意味で，この稲の生長期の雨
　を乞う水神祭りが端午の頃に定着したことを敢えて明記した。
12．井岡大輔『蕃舜満洲歳時考』にも同じことが載っている。井岡大輔，ユ978『蕃韓滴洲歳時考』p．267，村
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ユ5．前掲『日本歳事全史』pp，2ユ8－2！9参照。
16．前掲「三月と五月の節供」p．204参照。
お　わ　り　に
　屈原祭祀が起源とされる中国の端午節供と男児の成長・尚武が表に出されている日本の端午節
供の裏に，疫病祓いの思想と農耕儀礼が隠されていることは，すでに指摘した。中国と日本はも
ともと農業を中心にして発展を遂げた国であり，年中行事に農耕儀礼が大きく関わることはむし
ろ当然と考えられる。儒学または儒教の台頭によって，忠君愛国の士としての屈原や，勇壮有為
な武士が民衆の模範として標祷され，元来根本にあるはずの農業的要素はかえって劣え，二次的
なものになってしまった。
　しかし，中・日両方とも端午節供に農業の需要が関与していると言えても，その背後にある基
本的な思想体系の構造が異なるために，端午節供に表われた農業的要素には申国と日本の根本的
違いが存在している。中国には，宇宙の壮大な体系としての全体構造　　陰陽五行説がある。地
球の運行は宇宙体系の中の一環であり，この宇宙の動きに応じ，農業生産が営まれ，「陰」とい
う不可避な「気」が生じる。不可避な「陰」の強化に，人間が様々な対策を打ち出してバランス
の取り戻しを図り，生活安寧の確保に力を入れる。農業生産に必須な雨の充足は，宇宙間のあら
ゆる自然現象を名々に司る神に祈り，その加護によって稔りがもたされる。ここに道教思想が介
在していることは言うまでもない。
　一方の日本では，神の宇宙全体構造の中における位置づけは不明確である。中国の具体的な性
格と役割を有する神に対し，日本のカミは常に抽象的な存在であり，またある角度から見れば，
人問に近似した擬人的な存在でもある。そのために，日本の田の神は同時に穀霊であり，祖霊で
あり，まれびと神であり，山の神でもある。そして，人問の招きに応じ饗宴に出たり1，あるい
は巫女と結合する。
　中国の端午節供が農業と関わっているのは，農耕に不可欠な雨の充足を神に対して祈る祭りの
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儀式が端午の頃に行なわれるからである。しかし，日本の端午節供に農業儀礼がつながっている
のは，端午の頃，田植えが行なわれることと関連する。その田植えの際に登場する神に早乙女が
仕えることを通して稔りが約束されるのである。換言すれば，中国の神は人間と違った高い存在
である。水を司る神に人間が祈願する行為によって降雨という効果が期待される。一方の日本の
神は人間に近い存在である。神が人間の世界に来て人間の農業生産に直接に関わり，さらに人間
と結合することによって豊穣がもたされる。同じ農耕を目的としているが，中国人は水神に降雨
を願う。日本人は穀霊を迎え，穀霊と結ばれることを通して稲の稔りを祈る。両民族の神概念や
神の信仰体系が根本的に異なっていることは明らかである。ちなみに，日本の端午節供の膜祓の
行事は，神に仕える早乙女が身を清めるために行なわれるものである。人問に近い存在とは言え，
神はやはり聖なるものである。俗なる人間が聖なる神に奉仕する場合に，膜祓が必要となる。日
本の端午節供の模祓の行事に対し，申国のそれの性質はまったく違う。中国の端午の礫祓は，夏
至に由来した陰気・邪気・疫病から身を守るために行なわれるものである。ケガレを落す目的は
同様であるが，神に仕えるための浄化と悪気追放と，その生活は完全に異なっているのである。
　さて，以上見てきたように，中国と日本は相違した文化思想体系を土台にして発展してきた，
似たようでありながら事実上大きく異なった国である。奈良時代以前から長い期間にわたり，日
本は中国から典章制度，行事儀礼，学問知識などを積極的に導入していた。端午節供はその中で
も早期に伝来したものである。宮廷によってほとんど中国の原型のまま取り入れられた端午節供■
は，上流社会の間で江戸時代まで継承されていた。もちろんその千年あまりの長い歴史の流れの
中で，多少の内容上の変化は避けられない。たとえば最初の菖蒲御殿などは中国の菖蒲をもって
邪気を祓う思想からできた，実用的意味を有するものであるが，菖蒲を用いることから，菖蒲の
根の長短を競う歌合式の儀礼が生じてきた。それには邪気を祓う意味よりも，風雅と優美が大事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かぷとにされていた。また，室町時代から，檜皮師より細工した菖蒲の甲の進上が始まった。菖蒲の
武家時代らしい使い道の展開である。ただし，こういう時代の流れの環境によって変化を見せた
部分に対し，古代から江戸時代まで不変を保った部分もある。菖蒲御殿，菖蒲御枕，薬玉と綜が
宮廷及び貴族たち，換言すれば上流社会の間における端午節供を彩る不可欠なものとしての地位
は，始終変わらなかった。中国伝来の端午の習俗はこのように，時代や環境に合わせながら不変
の一面を保って，日本の上流社会にすっかりと定着した。
　上流社会に根を深く下ろした中国の端午節供は，やがて民問に沈降していく。民問に沈降して
いく端午節供は，上流社会における端午節供と異なって，申国的要素を次第に失ない，あるいは
違った見方をすれば，次第に日本の風土に適合したものになっていく。中国の影響を大きく受け
た上層階級に対し，ピラミッドの基層を構成する広大な民衆は，農業を営み，季節の折目を一つ
一つ感じ取って日本独自の農耕儀礼を作り上げ，その繰り返しの中で生活のリズムを守ってきた。
上流社会から民間に沈降した中国式の端午節供の様々な行事習俗は，庶民によってふるいにかけ
られ，彼らの生活に適した部分しか残されなかった。五月の田植えを控える早乙女の礫祓，葺籠
りや合戦式年占行事に菖蒲が用いられるようになったのに対し，「根合」がまったく普及しなかっ
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たことはその一例である。
　農耕を申心にしながら，上流社会より沈降してきた中国式の習俗を一部取り入れて形成されて
きた民問の端午節供に，中世にまた新しい変化が起きた。武士が用いる馬印の影響を受けて，端
午の頃に行なわれる若者の成年戒授受のしるし　　あやめ蔓があやめ胃に変形した。ただし，こ
の民間のあやめ胃は前述した室町時代上流社会の菖蒲の甲に直接につながっているかどうかにつ
いて，今回は資料的制約により，明らかにできなかったが，新たな資料を入手した時点でまた補
正したいと思う。
　上流社会伝来の中国式習俗や武士，戦争の影響を受けて，多少の変貌を見せた民問の端午節供
の様々な行事は，江戸時代の武士の仲介で，逆に上層階級に上昇する機会を得た。しかし，この
民問の端午行事の上昇の裏には，新たに導入された中国の儒教の思想が働いていることに注意す
る必要がある。具体的な例を挙げてみると，たとえば，成年戒の石こづみの儀式から派生した石
合戦や菖蒲合戦，あるいは前述のあやめ蔓　　あやめ胃などは，この武士を尊う江戸時代に「尚
武」にかけられ，男の子の成長と勇敢を祈る意味が付加され，最後には男の子のために飾る甲胃
武器や武者人形へと発展した。また，民間の田の神・祖霊を迎えるための招代・依代一幟りに
も，鯉の滝登り＝出世という中国式思想が結びつけられ，いつのまにか男の子のために立てる鯉
幟りとなった。これらの武士の手によって新しい意義が付け加えられた民間の行事は，民問にお
いてだけでなく，上流社会にも広がり，今日においてもなおその習俗が残されている。
　ここで中国伝来の端午節供の行事の日本においての展開過程を，図式的に整理してみる。宮廷
によって導入された中国の端午節供を仮に「A」と称し，それに対して日本民間固有の田植えを
中心とする行事を「B」とする。「A」＝端午節供の綜，薬玉や菖蒲御殿・菖蒲御枕などを用い，
邪気を祓って進んで福を祈ることを中心とする習俗は前述したように，時代や環境に合わせなが
ら不変の一面をずっと保って，上流社会に定着して江戸時代までつながっていく。上流社会の「A」
の行事に対して，民問には固有の「B」’＝田植えをめぐる成年戒，成女戒及び早乙女の忌籠り，
年占の合戦や家の前に招代・依代の幟りを立てるなどの行事がある。上流社会の「A」行事はや
がて民間に沈降する。そして，民問の取捨選択により，「B」にも適用できるわずかな部分「A’」
（端午節供の日取り及び菖蒲を祓いに使う習俗）だけが定着した。すると，民間の行事は「A’
十B」2になる。「A」はずっと上流社会によって保たれる。しかし，民間の「A’十B」に，ま
た中世武士の馬印など，中国と関係のないものが上から沈降して小さい変化を起こす。こういう
日本的なものの影響を受けながら動揺する「A’十B」が江戸時代になって，儒教という新しい
勢力「α」の介入で大きく揺れる。民問の行事の「A’十B」は武士的・儒教的な「α」の影響
を受けるが，「A’十B」は後に「C」（尚武・男の出世を強調し，端午節供に鯉幟り，武者人形，
甲宵武器などを飾る習俗）の勢力におされて弱まってしまう。一方の上流社会にはまず「A」を
不変の一部として保っているが，江戸時代に新しく生じた「C」の影響を受けて，上流社会の「A」
も結局「C」によって極端に弱まってしまう。
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族文化の根本的な違いが深層に覆されており，それがゆえに，端午節供の導入なり伝播なりの際
に変容が繰り返され，今日のように名称と日取り以外の部分は中国（台湾）と日本において全く
異なったものになってしまったのである。
　忠君愛国の詩人を記念するための日や男の子の成長と出世を祝うための日と民間で解釈されて
いる中国と日本の端午節供は，実際は農耕儀礼に大きく関わる節供であることは，本稿を始める
以前からすでに分かっていた。しかし，その農耕儀礼の裏に，中・日両民族の神概念や社会・文
化構造などがこれほど複雑に絡んでいることは，意外であった。歴史の追跡や指摘にとどまり，
深く追究することのできなかった点がたくさんある。新たな機会でもっと詳しく考証しながら勉
強していきたいものである。
〔参考文献及び註〕
ユ田の神を家に迎えて持て成す儀式は，今日でも行なわれている。小倉学，ユ982『信仰と民俗』pp．ユ74－186，
岩崎美術杜。
2　「A’」と「B」両方の要素がただ混在するのではなく，「B」の要素が「A’」の影響を受けて，田植え
や田植えをめぐる諸行事の日取りが次第に五月五日に集中し，また，それらの行事にも菖蒲が大量に用い
　られるようになった。
　　加藤敬（写真・文）
『万神一韓国のシャーマニズム』
　『季刊・民族学』（国立民族学博物館編）で
もおなじみの加藤氏は，アジアのシャーマンを
ライフ・ワークとする，われわれ研究者にとっ
ては奇特なカメラマンである。私は氏の取材旅
行に，韓国・仁川と恐山の二度にわたり同行し
たが，その時の成果がこの［アジア民俗写真叢
書］となった。故に私はある種の感慨をもって
本書を開いたのだが，その臨場感に溢れた写真
群には度肝を抜かれた。あの時感じた神人融合
の興奮や，そこに絡み付いた人々の悲喜交々が，
まるで今ここに再現されているかのようであ
る。
　氏による韓国巫俗の取材は，既に約10年を数
える。その世界観にも精通しておられ，本書は
優れた＜写真付概説書〉となっている。厳選さ
れた170点の写真は，詳しい解説とともに秩序
正しく配列されているので，読者は韓国巫俗の
体系を立体的に学ぶことが出来るだろう。本書
は写真・解説の二部構成になっており，「洞祭・
別神クッ・都堂クッ・豊漁祭・ソノリクッ・・花
迎え」という五種類のクッ（＝巫儀）に取材し
ている。
　なお［アジア民俗写真叢書］は，シリーズで
これから以下の写真集が続刊の予定である。『拝
拝一台湾の民衆道教一』『童占し一台湾のシャー
マニズムー』（以上，近刊）『霊登一韓国の豊饒
祭一』『韓国の装飾金具』『マンダラの里一ラダッ
クの民俗と祭礼一』『神仏との出会の里・下北』
『マンダラの宇宙』『神と仏の里・遠野』
　　　　　　　　　　　　　　　（真鍋祐子）
　　　　　　　B5版155頁平河出版杜
　　　　　　　　　　ユ990年ユ月刊，2800円
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